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まちこれ！ vol.6まちこれ！ vol.6
このコーナーでは、町民のみなさんに、まちづくりの課題と今後の取組みをお知らせ
するため「まちのこれから」＝「まちこれ！」と題し紹介していきます。

問合せ　戦略推進室
　　　　☎95-1111

｢幸せを感じられるあたたかいまち｣を目指して
　　　　　　　　　　　　　第３次総合戦略を策定！

　2020年に20,127人（国勢調査による）であった栄町の人口は、国立社会保障・人口問題研
究所が公表した将来人口を基に町で推計したところ、20年後の2045年には12,399人まで減
少する結果となりました。
　人口減少が進むことによって、地域経済の縮小や多様な分野での担い手不足、社会保障制度
の維持、上下水道や道路などの適切な管理・更新などさまざまな問題が生じる可能性があるこ
とから、町の将来に向けて、人口減少のペースを緩やかにしていく必要があります。

町の将来人口　20年後に約４割減少！

　持続可能なまちづくりを進め、人口ビジョンに掲げた2045年の目標人口16,000人を達成す
るため、必要な事業と目標を定めた第３次総合戦略を策定し、地方創生を推進していきます。
●地方創生とは･･･人口減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への過度な一極集中を是正
し、それぞれの地域で住みよい環境を確保し、将来にわたって社会を維持していくことを目指
す国全体の取組です。

第３次総合戦略

人口推計と目標人口（人口ビジョン）

　栄町は平成10年以降、転出者数が転入者数を上回る社会減が続いていましたが、令和４年
には、25年ぶりに再び社会増に転じました。
　また、2030年代後半にかけては、新たな滑走路の整備やターミナルの集約化などを盛り込
んだ成田空港の機能強化により、空港で働く方が約３万人増加すると見込まれています。
　このようなチャンスを逃すことなく取り込み、社会増に転じた流れを継続することで、持続
可能なまちを実現していくため、20年後の目標人口を16,000人（将来推計人口から約3,600
人増）と設定しました。

人口ビジョンとは？

町独自推計人口 町目標人口
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第３次総合戦略の取り組み
　行政と町民が立場を問わず協力し、地域全体で連携することで、こどもから高齢者まで
"ひと”と"ひと”のつながりが生まれます。これによりウェルビーイングが向上し、心豊
かで安全・安心に暮らせる町が実現します。このような町は、町民だけでなく、町外の
人々や若い世代からも選ばれる住み続けたいまちとなります。
●ウェルビーイングとは･･･身体的にも精神的にも社会的にも満たされた幸福な状態

ドラムの里を中心とした
地域経済活性化の拠点づくり
〇ドラムの里の再整備

①

持続可能な農業を営める栄町づくり
〇生産者の所得向上への取組
〇多様な担い手の確保
〇認定農業者などの中心経営体への支援

②

将来に向けて商工業が発展した栄町づくり
〇まちなか商店の活性化
〇企業が立地・増設しやすい環境整備

③

町を訪れる観光客を増加させ
地域経済の活性化を図る栄町づくり
〇ドラムの里を中心とした観光振興
〇地域間で連携した情報発信
〇観光資源の有効活用

④

戦略２　地域特性を活かし、産業が活性化した
　　　　栄町をつくる
♦町の産業振興拠点である「ドラムの里」が核
となり、農業や地域の商店などの事業者が持続
的に発展していくため、農商工観それぞれが連
携することで新たな価値を生み出し、地域の稼
ぐ力の向上と企業誘致により新たな雇用が創出
される栄町の実現を目指します。

若者が転入しやすい栄町づくり
〇成田空港の機能強化を見据えた
　基盤整備

①

地元にいながら就職しやすい栄町づくり
〇若者の就業機会の確保

②

安食駅を起点とした公共交通
　　　　　　ネットワークの形成
〇公共交通の維持・改善

③

外国人も住みやすい栄町づくり
〇外国人にも暮らしやすい環境づくり

④

戦略３　若い世代をはじめ誰もが住みやすい
　　　　栄町をつくる
♦成田空港の機能強化といった好材料を活かす
ため、市街地整備や空き家の有効活用による人
口密度の維持と併せ、駅を基点とした公共交通
ネットワークを形成することで、誰もが住みや
すい栄町の実現を目指します。

町内外から注目される栄町づくり
〇町のPRの推進

①

いつでもだれでもデジタルの力を
　　　　　活用できる栄町づくり
〇自治体DXの推進
〇デジタル基盤整備

②

災害に強い栄町づくり
〇災害支援拠点の整備
〇自助・共助の取組の推進

③

戦略４　安全・安心な暮らしを守り未来へ
　　　　持続する栄町をつくる
♦災害に対する対応やデジタル技術の活用な
ど、新たなニーズに対応したまちづくりを進
め、町民の安全・安心を守るとともに、積極的
に町の情報を発信することで町内外から選ばれ
る栄町の実現を目指します。

こどもまんなか社会の実現
〇子育てしやすい環境づくり
〇ライフステージを通じた支援
〇保育・一時預かり環境の整備

①

こどもが安心に暮らせる環境づくり
〇こどもたちが犯罪や事故に遭わない
　環境づくり

②

こどもが成長する学校・地域づくり
〇地域と連携した教育の推進
〇これからの社会に必要な学びの提供
〇教育環境の整備

③

戦略１　こどもまんなかの栄町をつくる
♦こどもをまんなかに捉え、地域ぐるみで子育
てを応援し、こどもたちを見守る社会になるこ
とで、こどもたちが安心して暮らすことができ
る環境が整い、若い世代が安心して結婚・出産
に踏み切れる栄町の実現を目指します。

第３次総合戦略
地域ビジョン

幸せを感じられる
あたたかいまち

　●地域ビジョンとは･･･総合戦略で定める地域が目指すべき理想の姿
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安心して過ごせる避難所へ！

問合せ　くらし安全課 災害対策班
　　　　☎33-7710

　町の指定避難所である学校の体育館は、災害時には多くの
避難者を受け入れる施設として活用することが見込まれてい
ます。
　避難者が増えると、温かい食事がなかなか取れない、トイ
レが足りないなどの課題がありました。
　そこで町ではキッチンカーやトイレカーを導入し、少しで
も安心して過ごせるような避難所を目指します。また、避難
所生活ではプライバシーの確保も大切です。テント式パーテ
ーションやアルミロールマットを各避難所へ配備します。
　普段はイベントや防災訓練などに活用する予定です。

被害を未然に防ぐために！ 問合せ　下水道課 下水道班
　　　　☎33-7712

　埼玉県では、下水道管の破損が原因で道路が陥没する大きな事故
がありました。当町には、同様の大きさの下水道管はありません
が、同じような事故を防ぐために、交通量の多い場所などを中心
に、３月末に緊急点検を行いました。今年度も引き続き、残りの汚
水幹線について計画的に調査し、異常があれば、下水道管の修復工
事を行っていきます。

下水道管の緊急点検

　道路や庭に降った雨水は、町中であふれることを防ぐため、雨水
管に集めて川に流し、浸水被害を防いでいます。しかし、地球温暖
化の影響により、大雨や短時間豪雨の発生頻度が増加しているた
め、町民の皆さんが大雨による災害への備えや避難などの対策に役
立ててもらえるよう、内水浸水想定区域図を作成します。

下水道区域内の水害を防ぐ取組

　みなさんの生活で発生した汚水は、下水道管を通って終末処理場に集められ、きれいにして川
に流していますが、終末処理場は使いはじめてから約42年が経過し老朽化が進んでいるため、
施設の調査や診断を行い、より緊急性の高い設備から修繕を進めており、今後も計画的に設備全
体を更新していきます。

終末処理場の機能維持対策

御来店をお待ちしております。

▲トイレカー ▲テント式
パーテーション

▲キッチンカー

まちこれ！ vol.6まちこれ！ vol.6
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対象者
○町内に在住または通学している小学生から高校
　生までの年齢の方３人以上で構成する団体
※構成員とは別に、責任者および監査人として　
　18歳以上の方２名を置く必要があります。
※同一世帯（家族）のみでの申請はできません。
対象となる事業
○栄町を住みよくする・活性化するなど、まちの
　ためになり、令和８年２月28日までに終了す
　る事業
※事業例：地域の人と子どもたちの交流会、子ども
　サロン、栄町PRポスター作成など
助成金額
　事業を行うためにかかった
費用で10万円まで
　講師などへの謝礼・消耗
品・会場使用料など

申請方法
①申請書類を提出
　○事業計画書
　○経費の予算書
②事業計画書などで町が内容を確認し、助成を
　決定
③助成金額を事前支払い
　※必要に応じて団体の規約および口座情報を
　　提出していただく場合があります。
④団体が事業を実施
　※事業計画書などの様式は町ホームページ
　　または企画財政課まで
⑤事業終了後、実績報告書を提出・精算
　興味のある方は、ぜひお問い合わせください。

こどもまちづくり活動助成事業を新設

問合せ問合せ　企画財政課企画広報班　☎　企画財政課企画広報班　☎ 33-7773

　子どもの頃からまちづくりにかかわる活動を経験することは、町に愛着を持ち、将来町に
住み続ける方を増やすことにもつながるものです。
　町では、子どもたちが考えて計画し、自分たちで行うまちづくり活動事業の経費助成を開
始します。

　住民活動団体の自立と住民活動の活性化を促進するため、地域の課題解決を目指して取り
組む住民活動団体に対し、事業費の一部を補助します。

●補助金の種類
１．スタート応援補助金
　これから活動を始めようとする団体、設立後１
年以内の団体が活動するための必要経費の一部を
段階的に補助します。
補助限度額
　補助対象経費の90％
①団体を設立するための経費上限10万円
②①の交付を受けた団体が同じ年度内に事業を実
　施する場合の経費上限20万円
※①の補助申請だけでも可（交付回数）１回
２．ステップアップ応援補助金
　団体設立後１年以上経過している団体が新たな
取り組みを行うための必要経費を一部補助しま
す。
補助限度額
　補助対象経費の80％上限20万円
（交付回数）２回
３．町イメージアップ応援補助金
　住民活動団体が町のイメージアップに取り組む
ための必要経費を一部補助します。
補助限度額
　補助対象経費の内、上限５万円

問合せ　くらし安全課安全協働推進班　
　　　　☎33-7710
　　　　　katsudou@town.sakae.chiba.jp

対象団体
①活動拠点が町内にある団体
②５人以上（そのうち半数以上は町内に在住、
　在勤または在学するしていること）の団体　
（町イメージアップ応援補助金は３人以上）　
③運営に関する規約、会則などを定めている団
　体など
対象外団体
①趣味的活動や、サークルなど会員同士の親睦
　を図るなど、地域の課題解決に繋がらない活
　動を行う団体
②調査または研究のみを目的とする団体
③町や県・国から同じ事業で補助を受けている
　団体
④政治、宗教または個人の営利
を目的とする団体など
申請前相談
　補助金申請にあたっては他
にも要件があるため必ず事前
に相談してください。

住民活動応援補助金を新設
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安食駅～印旛日医大路線定期運行バス実証実験を実施安食駅～印旛日医大路線定期運行バス実証実験を実施
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 令和７年度 令和７年度
　 印旛郡市職員採用共同試験（上級職など）　 印旛郡市職員採用共同試験（上級職など）

求む！求む！

未来を創る力未来を創る力

　令和８年４月１日付け採用の印旛郡市職員採用共同試験
（上級職など）が７月 13 日㈰に実施されます。
　栄町では、一般行政職（社会人経験者・障害者を含む）・
建築職を募集します。

受付期間　５月 20 日㈫から６月３日㈫まで（当日消印有効）
問合せ先　
　〒 270-1592 印旛郡栄町安食台１－２
　総務課秘書人事班　☎ 95-1111
　印旛郡市広域市町村圏事務組合　☎ 043-485-0397

町職員の異動町職員の異動 　４月１日付けの課長級職員の異動をお知らせします。

所　属 氏　名 旧所属など
　参事（戦略推進室長兼職） 山田　英明 　企画財政課長
　企画財政課長（昇格） 村越　正和 　企画財政課　課長補佐
　企画財政課　副参事（昇格） 大和田　かおる 　くらし安全課　室長
　企画財政課　副参事（昇格） 鈴木　康夫 　住民課　課長補佐
　くらし安全課長 大野　茂夫 　経済環境課長
　税務課長（昇格） 白井　秀之 　税務課　課長補佐
　住民課長 鈴木　亜希子 　総務政策課　副参事
　健康介護課長 稲葉　正和 　生涯学習課長
　経済環境課長 猪瀬　泰志 　経済環境課　副参事
　下水道課長 ( 昇格） 森田　勲 　健康介護課　課長補佐
　教育次長 塩﨑　一郎 　印西地区環境整備事業組合工場長（派遣）
　生涯学習課長 上野　敏正 　企画財政課　副参事
　学校給食センター所長（昇格） 八田羽　博道 　学校給食センター施設長
　会計管理者（昇格） 川島　淳子 　住民課　課長補佐
　農業委員会事務局長 小川　浩昭 　下水道課長
　参事　消防長（消防司令長） 尾花　隆男 　消防総務課長（消防司令）
　消防総務課長（消防司令）（昇格） 柗本　勉 　消防署　副署長（消防司令）
　印西地区環境整備事業組合工場長（派遣）（昇格） 宮本　純一 　都市建設課　課長補佐

異動者

教職員の異動教職員の異動 　４月１日付けの管理職の異動をお知らせします。

問合せ　総務課秘書人事班　☎ 95-1111

問合せ　教育課学務指導班　☎ 33-7716

退職者 所　属 氏　名

くらし安全課長 奥野　陽一

くらし安全課安全対策監 濱脇　潤一

健康介護課長 加瀬　雅弘
会計管理者 早野　恵美子
総務政策課　副参事 由井　茂

教育課　主席指導主事 弘海　達也

所　属 職　名 氏　名 備　考

　栄中学校 教　頭 白澤　直幸 　富里市立富里中学校へ異動

　布鎌小学校 教　頭 北川　太一 　安食台小学校へ異動

　安食台小学校 教　頭 宮川　拓史 　布鎌小学校へ異動

　竜角寺台小学校 校　長 田口　勝也 　成田市立大栄みらい学園から異動

　栄中学校 教　頭 小川　英彦 　成田市立橋賀台小学校から異動

異動者

退職者 所　属 職　名 氏　名

　竜角寺台小学校 校　長 土橋　誠

 令和７年度の人事異動などをお知らせします 令和７年度の人事異動などをお知らせします



8令和７年５月 ø 日

執行率は３月 31 日現在 80.2％執行率は３月 31 日現在 80.2％
　皆さんが納めた税金、国や県からの支出金、地方交付税、町債など町に入ってくるお金（歳入）
がどのように使われたか（歳出）を知っていただくため、町の財政事情を年２回公表しています。
　今回は令和６年度予算の下半期（3 月 31 日現在）の予算の執行状況について、お知らせします。
なお、執行状況については令和５年度からの繰越し分も含まれています。

問合せ問合せ　企画財政課財政班　　企画財政課財政班　☎☎ 33-7773

歳　出歳　出 予算現額予算現額 支出済額支出済額
執行率執行率

（%）（%）
議会費議会費 1 億 573 万 3 千円 1 億３７３万円 98.1 
総務費総務費 17 億 9,961 万５千円 15 億 2,891 万 1 千円 85.0 
民生費民生費 26 億 6,418 万 5 千円 23 億 9,368 万 1 千円 89.8 
衛生費衛生費 6 億 8,078 万 4 千円 5 億 9,379 万 3 千円 87.2 
農林水産業費農林水産業費 1 億 6,804 万 7 千円 1 億 2,225 万 3 千円 72.7 
商工費商工費 1 億 6,289 万４千円 1 億 1,284 万 4 千円 69.3 
土木費土木費 6 億 1,377 万 1 千円 3 億 9,868 万 4 千円 65.0 
消防費消防費 5 億 1,521 万 7 千円 4 億 4,114 万 7 千円 85.6 
教育費教育費 10 億 1,371 万 5 千円 7 億 5,618 万 9 千円 74.6 
公債費公債費 7 億 6,845 万 5 千円 7 億 6,845 万 4 千円 100.0 
諸支出金諸支出金 5 億 191 万 2 千円 0 円 0.0 
予備費予備費 1,000 万円 0 円 0.0 

合　計合　計 90 億 432 万 8 千円 72 億 1,968 万 6 千円 80.2 

財政事情の公表・令和 6 年度予算の執行状況財政事情の公表・令和 6 年度予算の執行状況

歳　入歳　入 予算現額予算現額 収入済額収入済額
収納率収納率

（%）（%）
町税町税 21 億 141 万４千円 20 億 6,385 万 5 千円 98.2 
地方譲与税地方譲与税 9,570 万円 1 億 95 万 6 千円 105.5 
利子割交付金利子割交付金 100 万円 135 万 2 千円 135.2 
配当割交付金配当割交付金 1,510 万円 2,267 万 6 千円 150.2 
株式等譲渡所得割交付金株式等譲渡所得割交付金 1,240 万円 3,383 万 4 千円 272.9 
法人事業税交付金法人事業税交付金 2,580 万円 3,069 万 7 千円 119.0 
地方消費税交付金地方消費税交付金 4 億 1,780 万円 4 億 6,804 万円 112.0 
ゴルフ場利用税交付金ゴルフ場利用税交付金 1,720 万円 2,288 万 2 千円 133.0 
環境性能割交付金環境性能割交付金 1,630 万円 2,015 万 5 千円 123.7 
地方特例交付金地方特例交付金 １億 212 万 6 千円 １億 341 万２千円 101.3 
地方交付税地方交付税 23 億 6,662 万 7 千円 23 億 8,507 万 1 千円 100.8 
交通安全対策特別交付金交通安全対策特別交付金 200 万円 197 万 7 千円 98.9 
分担金及び負担金分担金及び負担金 9,336 万 3 千円 7,503 万 4 千円 80.4 
使用料及び手数料使用料及び手数料 6,794 万 4 千円 6,250 万 6 千円 92.0 
国庫支出金国庫支出金 13 億 1,836 万 4 千円 10 億 6,301 万 5 千円 80.6 
県支出金県支出金 6 億 1,101 万円 3 億 3,887 万円 55.5 
財産収入財産収入 2,111 万 9 千円 2,151 万４千円 101.9 
寄附金寄附金 8,900 万円 7,848 万 8 千円 88.2 
繰入金繰入金 7 億 7,781 万 9 千円 ４億円 51.4 
繰越金繰越金 2 億 9,795 万 8 千円 2 億 9,172 万 2 千円 97.9 
諸収入諸収入 1 億 2,486 万 4 千円 7,628 万 3 千円 61.1 
町債町債 4 億２，９４２万円 １，６６０万円 3.9 

合　計合　計 90 億 432 万 8 千円 76 億 7,893 万 9 千円 85.3 

一般会計一般会計

※歳入の状況は、町税、地方交付税、国庫支　
　出金を中心に収入額 76 億 7,893 万９千円、
　85.3％の収入率となっています。
※歳出の状況は、民生費を中心に支出額 72 億
　1,968 万６千円で 80.2％の執行率となって
　います。

会　計　名会　計　名 予算現額予算現額 収入済額収入済額 収納率収納率（%）（%） 支出済額支出済額 執行率執行率（%）（%）
国民健康保険特別会計国民健康保険特別会計 27 億 7,408 万 4 千円 25 億 6,096 万 6 千円 92.3 25 億 4,695 万 1 千円 91.8 
後期高齢者医療特別会計後期高齢者医療特別会計 3 億 7,981 万 6 千円 3 億 7,872 万 9 千円 99.7 3 億 1,936 万円 84.1 
介護保険特別会計介護保険特別会計 18 億 9,703 万 8 千円 18 億 3,608 万 3 千円 96.8 16 億 1,627 万 8 千円 85.2 

特別会計特別会計

区　分区　分 ３月末現在高３月末現在高
一般会計　合計一般会計　合計 53 億 8,554 万 2 千円
下水道事業会計　合計下水道事業会計　合計 22 億 310 万 6 千円

町債の現在高町債の現在高基金現在高基金現在高
３月末現在高３月末現在高

一般会計　合計一般会計　合計 25 億 2,243 万 6 千円
国民健康保険特別会計分　合計国民健康保険特別会計分　合計 7,021 万 8 千円
介護保険特別会計分　合計介護保険特別会計分　合計 5 億 451 万円
下水道事業会計　合計下水道事業会計　合計 3,354 万円

会　計　名会　計　名 区　分区　分 予算現額予算現額 収入・支出済額収入・支出済額 収納・執行率収納・執行率（%）（%）

下水道事業会計下水道事業会計

収益的収入 6 億 2,225 万 5 千円 5 億 494 万 8 千円 81.1 
収益的支出 6 億 1,345 万 5 千円 5 億 8,979 万 9 千円 96.1 
資本的収入 3 億 1,495 万 5 千円 2 億 5,762 万円 81.8 
資本的支出 4 億 3,612 万 1 千円 3 億 7,584 万 4 千円 86.2

※公営企業会計は、発生主義会計方式、複式簿記を採用しています。

公営企業会計公営企業会計
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５
歳
児
健
康
診
査
が

５
歳
児
健
康
診
査
が

　
　
　
　

は
じ
ま
り
ま
す

　
　
　
　

は
じ
ま
り
ま
す

　

町
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食

料
品
価
格
な
ど
の
物
価
高
騰
に

よ
り
、
経
済
的
に
影
響
を
受
け

て
い
る
後
期
高
齢
者
を
支
援
す

る
た
め
、
給
付
金
を
支
給
し
ま

す
。

対
象
者

①
②
の
要
件
を
満
た
す
方

①
昭
和
25
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
方

②
申
請
日
に
お
い
て
令
和
７
年

　

３
月
31
日
か
ら
引
き
続
き
栄

　

町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

給
付
金

一
人
当
た
り
５
千
円

申
請
期
間

　

６
月
２
日
㈪
か
ら

　

９
月
30
日
㈫
ま
で

そ
の
他

　

給
付
金
支
給
対
象
者
世
帯
の

世
帯
主
あ
て
に
、
５
月
下
旬
に

「
給
付
金
に
関
す
る
通
知
文
」

「
給
付
金
申
請
書
」
を
送
付
し

ま
す
。
申
請
手
続
き
の
詳
細
は

そ
ち
ら
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

健
康
介
護
課
地
域
包
括
支
援
班

　

☎
33-

７
７
０
９

後
期
高
齢
者
生
活
支
援

後
期
高
齢
者
生
活
支
援

　
　
　
　
　

給
付
金
事
業

　
　
　
　
　

給
付
金
事
業

　

５
歳
頃
に
な
る
と
、
遊
び
や

人
間
関
係
が
豊
か
と
な
る
一
方

で
、
集
団
に
な
じ
め
な
い
な
ど

新
た
な
相
談
事
が
出
て
く
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。
５
歳
児
健

診
で
は
、
就
学
に
向
け
て
そ
の

よ
う
な
ご
相
談
に
対
応
で
き
、

お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
発

達
を
促
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

対　

象　

　

今
年
度
満
５
歳
に
な
る
幼
児

内　

容　

内
科
健
診
・
歯
科
健

診
・
身
体
測
定
、
栄
養
相
談
・

歯
科
相
談
・
保
健
相
談
・
発
達

相
談

日　

時

○
令
和
２
年
４
月
か
ら
５
月
生

　

６
月
３
日
㈫

○
令
和
２
年
６
月
か
ら
８
月
生

　

８
月
５
日
㈫

○
令
和
２
年
９
月
か
ら
10
月
生

　

10
月
７
日
㈫

○
令
和
２
年
11
月
か
ら
令
和
３

　

年
１
月
生　

12
月
２
日
㈫

○
令
和
３
年
２
月
か
ら
３
月
生

　

２
月
３
日
㈫

予
約
方
法　

対
象
の
方
に
は
事

前
に
案
内
文
を
送
付
。
案
内
文

到
着
後
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ま
た
は
電
話

予
約
。

問
合
せ

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー　

　

☎
37-

７
１
８
５

　

５
月
26
日
に
改
正
戸
籍
法
が

施
行
さ
れ
、
戸
籍
に
氏
名
の
振

り
仮
名
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
５
月
26
日
以

降
、
順
次
本
籍
地
の
市
区
町
村

長
か
ら
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
予

定
の
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
の
通
知

が
届
き
ま
す
。
（
栄
町
に
本
籍

が
あ
る
方
の
通
知
は
７
月
下
旬

頃
発
送
予
定
で
す
。
）

　

通
知
さ
れ
た
フ
リ
ガ
ナ
が
誤

っ
て
い
る
場
合
は
本
籍
地
で
な

い
市
区
町
村
の
戸
籍
窓
口
で
も

届
出
で
き
ま
す
。
も
し
く
は
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
っ
て
届
出
を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

正
し
い
場
合
は
届
出
を
し
な

く
て
も
通
知
の
と
お
り
戸
籍
に

記
載
さ
れ
ま
す
。
（
令
和
８
年

５
月
頃
記
載
予
定
）

　

詳
し
く
は
法
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
◀

問
合
せ　

　

住
民
課
戸
籍
住
民
班　
　
　

　

☎
33-

７
７
０
４

　
戸
籍
法
が
改
正
さ
れ
戸
籍

戸
籍
法
が
改
正
さ
れ
戸
籍

に
氏
名
・
振
り
仮
名
が

に
氏
名
・
振
り
仮
名
が

　
　
　
　

記
載
さ
れ
ま
す

　
　
　
　

記
載
さ
れ
ま
す

　

令
和
６
年
度
住
民
税
非
課
税

世
帯
へ
の
給
付
金
の
申
請
期
限

が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
対
象
の

方
で
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

給
付
額

〇
一
世
帯
当
た
り
３
万
円

〇
対
象
世
帯
の
18
歳
以
下
の
児

　

童
一
人
当
た
り
２
万
円
を
加
算

問
合
せ　

　

福
祉
・
子
ど
も
課
社
会
福
祉
班

　

☎
33-

７
７
０
７

給
付
金
の
申
請
は

給
付
金
の
申
請
は

　
　
　

５
月

　
　
　

５
月
3030
日
㈮
ま
で

日
㈮
ま
で

　

相
続
に
よ
っ
て
不
動
産
を
取

得
し
た
相
続
人
は
、
そ
の
所
有

権
を
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た

日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記

の
申
請
を
す
る
こ
と
が
、
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

正
当
な
理
由
が
な
く
義
務
に

違
反
し
た
場
合
、
10
万
円
以
下

の
過
料
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
改
正
前
に
亡
く
な
っ
た
方
に

　

つ
い
て
は
、
施
行
（
令
和
６

　

年
４
月
１
日
）
か
ら
３
年
間

　

の
猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
て

　

い
ま
す
。

相
続
登
記
を
放
置
す
る
と

　
　
　
　
　

こ
ん
な
リ
ス
ク
が

〇
時
間
が
経
過
す
る
ほ
ど
権
利

　

者
が
増
え
複
雑
に
な
る

〇
名
義
人
が
被
相
続
人
の
ま
ま

　

で
、
売
却
や
担
保
設
定
が
で

　

き
な
い

〇
認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が

　

低
下
す
る
と
遺
産
分
割
協
議

　

が
困
難
に
な
る

〇
他
の
相
続
人
が
勝
手
に
不
動

　

産
を
売
却
す
る
危
険
性
が
あ
る

〇
相
続
人
の
債
権
者
に
よ
っ
て
、

　

不
動
産
を
差
し
押
さ
え
ら
れ

　

る
可
能
性
が
あ
る

〇
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
、

　

不
動
産
賠
償
が
受
け
ら
れ
な
い

速
や
か
な
相
続
登
記
を

速
や
か
な
相
続
登
記
を

　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す

問
合
せ　

　

千
葉
地
方
法
務
局
成
田
出
張
所

　

☎
23-

２
３
１
３(

音
声
案
内
２)

　

千
葉
地
方
法
務
局
成
田
出
張

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
◀　
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～町政を動かすのはみなさんが納める税金です～

【
納
付
方
法
】

①
安
心
・
便
利
な
口
座
振
替

　

口
座
振
替
は
、
一
度
お
申
込

み
い
た
だ
く
と
、
ご
指
定
の
金

融
機
関
の
口
座
か
ら
自
動
に
引

落
し
納
税
が
で
き
る
の
で
、
納

め
忘
れ
が
無
く
、
納
期
ご
と
に

金
融
機
関
へ
出
向
く
必
要
が
な

い
の
で
安
心
で
便
利
な
制
度
で

す
。
ぜ
ひ
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
対
象
税
目
な
ど
】

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

町
県
民
税
・
森
林
環
境
税
（
普

通
徴
収
）

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴

収
）

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普

通
徴
収
）

【
利
用
で
き
る
金
融
機
関
】

〇
西
印
旛
農
業
協
同
組
合

〇
千
葉
銀
行
〇
京
葉
銀
行

〇
千
葉
信
用
金
庫

〇
水
戸
信
用
金
庫

〇
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

【
申
込
方
法
】

　

金
融
機
関
の
窓
口
へ
、
預
金

通
帳
と
届
出
印
を
お
持
ち
の
う

え
、
金
融
機
関
備
え
付
け
の

「
町
税
等
預
金
口
座
振
替
依
頼

書
」
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
「
自

動
払
込
利
用
申
込
書
」
）
に
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
外
の
各
本
支
店
で

申
込
さ
れ
る
方
は
、
税
務
課
収

納
対
策
室
へ
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

◆
口
座
残
高
の
確
認
を

　
　
　
　
　
　
　

忘
れ
ず
に
！

　

口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ

た
方
の
振
替
日
は
、
各
納
期
の

納
期
限
日
で
す
。
再
振
替
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に

残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
コ
ン
ビ
ニ
納
付

　

全
国
の
主
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
時
間
や
曜
日
を
気

に
す
る
こ
と
な
く
納
付
で
き
ま

す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
利
用
で
き
る
の

は
、
バ
ー
コ
ー
ド
の
付
い
た
納

付
書
で
す
。
た
だ
し
、
納
付
書

一
枚
当
た
り
の
納
付
額
が
30
万

円
を
超
え
る
も
の
や
納
期
限
の

過
ぎ
た
も
の
は
取
扱
い
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
対
象
税
目
な
ど
】

　

口
座
振
替
で
き
る
税
目
な
ど

と
同
じ
で
す
。

③
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納
付

　

専
用
ア
プ
リ
を
利
用
し
、
納

付
書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取

っ
て
支
払
い
ま
す
。
ど
こ
か
ら

で
も
ス
マ
ホ
で
簡
単
に
納
付
で

き
ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
（
請
求
書
払

い
）
お
よ
び
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
で
す
。

【
対
象
税
目
な
ど
】

　

口
座
振
替
で
き
る
税
目
な
ど

と
同
じ
で
す
。

④
ｅ
Ｌ-

Ｑ
Ｒ
（
地
方
税
統
一

Ｑ
Ｒ
）
を
利
用
し
た
納
付

　

詳
し
く
は
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
町
税
な
ど
を
滞
納
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　

ど
う
な
る
？

【
延
滞
金
】

　

納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
め
る

日
ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応

じ
、
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

【
督
促
】

　

督
促
状
や
電
話
催
告
な
ど
で

納
付
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

【
滞
納
処
分
】

　

町
で
は
、
税
金
を
き
ち
ん
と

納
め
て
い
る
方
と
の
負
担
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
、
再
三
の
督

促
や
催
告
に
応
じ
な
い
滞
納
者

に
対
し
て
は
不
動
産
や
預
貯

金
、
給
料
な
ど
の
財
産
の
差
押

処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

税
金
を
滞
納
す
る
と
、
こ
う

し
た
処
分
を
受
け
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
社
会
的
信
用
を
失
う

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

納
税
相
談

　

事
情
に
よ
り
、
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
に
す
る

こ
と
な
く
、
早
期
段
階
で
今
後

の
納
付
計
画
な
ど
に
つ
い
て
の

納
税
相
談
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

税
務
課
収
納
対
策
室

　

☎
33-

７
７
０
３

　町政を計画通り円滑に進めるためには、その財源となる町税などを期限内に自主的に納付していただく必
要があります。貴重な財源である町税などを有効に使うため、期限内の自主納税にご協力をお願いします。
〇固定資産税・都市計画税・軽自動車税・町県民税・森林環境税は、税務課　☎ 33-7703
〇国民健康保険税・後期高齢者医療保険料は、住民課　☎ 33-7706
〇介護保険料は、健康介護課　☎ 33-7709

【令和７年度町税等納期月一覧表】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（）の期日は納期限です。 

納　期 固定資産税
都市計画税

町・県民税
森林環境税
（普通徴収）

軽自動車税 国民健康保険税
（普通徴収）

後期高齢者
医療保険料
（普通徴収）

介護保険料
（普通徴収）

令和７年５月 １期（６/ ２） 全期（６/ ２）

６月 １期（６/30）

７月 ２期（７/31） １期（７/31） １期（７/31） １期（７/31）

８月 ２期（９/ １） ２期（９/ １） ２期（９/ １） ２期（９/ １）

９月 ３期（９/30） ３期（９/30） ３期（９/30）

10 月 ３期（10/31） ４期（10/31） ４期（10/31） ４期（10/31）

11 月 ５期（12/ １） ５期（12/ １）

12 月 ３期（12/25） ６期（12/25） ６期（12/25） ５期（12/25）

令和８年１月 ４期（２/ ２） ７期（２/ ２） ７期（２/ ２）

２月 ４期（３/ ２） ８期（３/ ２） ８期（３/ ２） ６期（３/ ２）

税金などは納期内に納付しましょう



11 広報さかえ

　町税の納付書に印字された『eL-QR（地方税統一 QR）』を利用して、全国の『eL-QR（地
方税統一 QR）』対応金融機関で納付が可能となる他、地方税共同機構が提供する【地方税お
支払サイト】からスマホやパソコンを使用して納付ができます。

納付書に　　　　マークがあれば納付書に　　　　マークがあれば

納付書に『eL-QR マーク』があれば、
地方税お支払サイトや各種スマホ決済アプリで納付ができます。

《利用可能な支払方法》　※ただし、地方税お支払サイトを利用した場合

〇地方税お支払サイトをご利用の場合、地方税統一 QR 付きの
　納付書を手元に用意し、アクセスしてください。▶

〇金融機関窓口は？ ⇒ 従来どおり、納付書を持参して納付できます。
　eL-QR（地方税統一 QR）があれば、
　全国の eL-QR( 地方税統一 QR) 対応金融機関から納付ができます。▶

〇コンビニエンスストアは？ ⇒ 従来どおり、納付書を持参して納付できます。
  　　　　　　　　　　　　　※納付書に記載のコンビニエンスストアをご確認ください。

町税のお支払が便利・簡単にできます！町税のお支払が便利・簡単にできます！
問合せ問合せ　税務課収納対策室　☎　税務課収納対策室　☎ 33-7703

〇固定資産税・都市計画税　〇軽自動車税種別割
〇町県民税・森林環境税（普通徴収 )　〇国民健康保険税（普通徴収）

○クレジットカード払い（※利用料は納税者負担）
○インターネットバンキング（※事前に利用の金融機関で登
　　　　　　　　　　　　　　　録が必要）
○口座振替（※事前に eLTAX の利用者登録と口座情報
　　　　　　　登録が必要）
○各種スマホ決済アプリ
※各種スマホ決済アプリはアプリを起動後「eL-QR」を直接
読み取ってお支払いください。

５
月
９
日
㈮
に
自
動
車
税
事
務
所

か
ら
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

ｅ
Ｌ
マ
ー
ク
の
付
い
た
通
知
書
は
、

地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
か
ら
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
に

よ
る
口
座
振
替
な
ど
を
利
用
で
き
ま

す
。

※
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
は
ｅ
Ｌ-

Ｑ
Ｒ

　

を
読
み
取
る
こ
と
に
よ
り
ご
利
用
で

　

き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
納
税
通
知
書
同
封
の
し
お

　

り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

千
葉
県
自
動
車
税
事
務
所

　

☎
０
４
３-

２
４
３-

２
７
２
１

　

佐
倉
県
税
事
務
所

　

☎
０
４
３-

４
８
３-

１
１
５
０

　

身
体
や
精
神
の
障
が
い
に
よ
り
歩
行

が
困
難
な
方
や
、
生
計
を
一
に
す
る
家

族
で
身
体
障
が
い
者
な
ど
の
移
動
（
仕

事
、
通
勤
、
通
学
、
通
院
な
ど
）
の
た

め
に
軽
自
動
車
を
使
用
す
る
場
合
、
申

請
を
す
る
こ
と
で
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
時
に
持
参
す
る
も
の

○
障
が
い
な
ど
の
手
帳
（
身
体
障
害
者
・

　

戦
傷
病
者
・
療
育
・
精
神
障
害
者
保

　

健
福
祉
）

○
納
税
義
務
者
の
個
人
番
号
の
わ
か
る

　

も
の

○
自
動
車
検
査
証

○
運
転
免
許
証
（
マ
イ
ナ
免
許
証
可
）

○
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
納
税
通
知
書

申
請
期
限　

６
月
２
日
㈪
ま
で

※
減
免
対
象
者
一
人
に
つ
き
１
台
で
、

　

普
通
自
動
車
と
の
重
複
は
で
き
ま
せ

　

ん
。

問
合
せ

　

税
務
課
住
民
税
班　

　
☎
33-

７
７
０
３

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免

　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
お
け
る

証
明
書
の
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
休
止
と
な
り
ま
す
。

交
付
休
止
日
・
休
止
と
な
る
証
明
書

５
月
25
日
㈰　

〇
住
民
票
の
写
し
〇
印
鑑
登
録
証
明
書

　
　
　
　
　
　

〇
所
得
証
明
書
〇
課
税
証
明
書
〇
非
課
税
証
明
書

５
月
29
日
㈭　

○
所
得
証
明
書
○
課
税
証
明
書
○
非
課
税
証
明
書　
　
　

問
合
せ　

住
民
課
戸
籍
住
民
班　

☎
33-

７
７
０
４　

　
　
　
　

税
務
課
住
民
税
班　

☎
33-

７
７
０
３ 自

動
車
税
（
種
別
割
）
は

自
動
車
税
（
種
別
割
）
は

　
　
　
　

６
月

　
　
　
　

６
月
２２
日
㈪
ま
で
に

日
㈪
ま
で
に

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
ま
す
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病
気
に
な
る
前
に
、
自
分
の

た
め
、
家
族
の
た
め
に
、
定
期

的
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

○
特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢

者
健
康
診
査
を
受
診
し
た

場
合
、
同
じ
年
度
内
の
「
短

期
人
間
ド
ッ
ク
」
の
助
成
制

度
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
そ
の
他
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

は
実
費
と
な
り
ま
す
。

○
契
約
医
療
機
関
以
外
で
受
診

す
る
と
き
は
、
申
請
し
て
も

助
成
対
象
と
な
ら
な
い
検

査
項
目
や
組
み
合
わ
せ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

健
康
介
護
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
予
約
や
検
査
項
目
の
変
更
は

受
診
さ
れ
る
ご
本
人
が
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
で
の
申
請
は
、
受
け
付

け
て
い
ま
せ
ん
。

○
対
象
者
の
要
件
を
満
た
さ
な
い

場
合
は
、
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

　

次
の
要
件
を
満
た
す
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者

○
30
歳
以
上

○
６
か
月
以
上
継
続
し
て
被
保

険
者
に
な
っ
て
い
る

○
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が

な
い

○
同
じ
年
度
内
に
特
定
健
康
診

査
を
受
診
し
て
い
な
い
、
ま

た
は
受
診
の
予
定
が
な
い

○
同
じ
年
度
内
に
人
間
ド
ッ
ク

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

○
75
歳
以
上
、
ま
た
は
65
歳

以
上
で
一
定
の
障
害
が
あ
り
、

認
定
を
受
け
て
い
る

○
６
か
月
以
上
継
続
し
て
栄
町

に
住
所
を
有
す
る

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に

未
納
が
な
い

○
同
じ
年
度
内
に
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
、
特
定
健
康
診
査

を
受
診
し
て
い
な
い
、
ま
た

は
受
診
の
予
定
が
な
い

○
同
じ
年
度
に
人
間
ド
ッ
ク
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い

１
．
対
象
者

○
北
総
栄
病
院

　

☎
95
‐
６
８
１
１

○
成
田
赤
十
字
病
院

　

☎
22
‐
２
３
１
１

○
龍
ヶ
崎
済
生
会
病
院

　

☎
０
２
９
７
‐
63
‐
７
１
７
８

○
平
和
台
病
院

　

☎
04
‐
７
１
８
９
‐
１
１
１
９

○
成
田
富
里
徳
洲
会
病
院

　

☎
85
‐
５
３
１
３

○
聖
隷
佐
倉
市
民
病
院

　

☎
０
４
３
‐
４
８
６
‐
０
０
０
６

○
国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
病
院

　

☎
35
‐
５
６
０
２

○
印
西
総
合
病
院

　

☎
33-

３
５
３
３

○
千
葉
し
す
い
病
院

　

☎
０
４
３
‐
４
８
１
‐
８
１
４
０

○
ラ
ー
バ
ン
健
診
セ
ン
タ
ー

　

☎
85
‐
７
７
６
６

※
契
約
医
療
機
関
以
外
で
受
診

　

希
望
の
方
は
必
ず
受
診
前
に

　

健
康
介
護
課
ま
で
お
問
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

２
．
契
約
医
療
機
関

注
意
事
項

　
「
要
検
査
」「
要
精
密
検
査
」

の
結
果
が
出
た
と
い
う
こ
と

は
、
何
ら
か
の
異
常
が
発
見
さ

れ
、
病
気
の
疑
い
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

病
気
に
よ
っ
て
は
、
放
置
し

た
期
間
が
長
い
ほ
ど
病
状
が
悪

化
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
異

常
有
り
と
判
定
が
出
た
と
き

は
、
必
ず
再
検
査
を
受
け
、
病

気
の
早
期
発
見
と
健
康
維
持
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
検
査
結
果
に
つ
い
て

町
保
健
師
よ
り
ご
連
絡
さ
せ
て

頂
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

要
検
査
・
要
精
密
検
査

の
放
置
は
厳
禁
！
必
ず

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

問
合
せ　

　

健
康
介
護
課
健
康
推
進
班

　

☎
33-

７
７
０
８

３
．
助
成
率

①
契
約
医
療
機
関
に
予
約

②
受
診
前
に
、
保
険
証
を
持
参

し
、
健
康
介
護
課
で
助
成
申

請
を
行
い
、「
承
認
書
」
の

交
付
を
受
け
る

③
承
認
書
・
保
険
証
な
ど
を
持

参
し
て
医
療
機
関
で
受
診

④
助
成
額
を
差
し
引
い
た
料
金

を
医
療
機
関
に
支
払
う

４
．
受
診
方
法

○
人
間
ド
ッ
ク　
　
　
　

７
割

　

・
婦
人
科
オ
プ
シ
ョ
ン　

７
割

　

・
脳
検
査
オ
プ
シ
ョ
ン　

５
割

○
脳
ド
ッ
ク
コ
ー
ス　
　

５
割

　

・
婦
人
科
オ
プ
シ
ョ
ン　

５
割

短
期
人
間
ド
ッ
ク
助
成
制
度

短
期
人
間
ド
ッ
ク
助
成
制
度
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今
年
度
の
集
団
健
康
診
査

（
予
約
不
要
）
は
５
月
に
実
施

し
ま
す
。
年
に
一
度
は
健
診
を

受
け
、
健
康
に
不
安
の
な
い
一

年
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

○
対
象
者
の
方
に
は
、
４
月
下

　

旬
に
案
内
文
・
受
診
票
な
ど

　

を
ご
自
宅
へ
郵
送
し
て
い
ま

　

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
同
会
場
で
、
前
立
腺
が
ん
検

　

診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

　

実
施
し
ま
す
。

　

前
立
腺
癌
の
リ
ス
ク
は
、
50

歳
代
か
ら
年
齢
と
と
も
に
増
加

し
ま
す
。
進
行
が
遅
く
、
初
期

段
階
で
は
、
ほ
と
ん
ど
症
状
が

現
れ
な
い
為
、
定
期
的
に
検
査

し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

50
歳
以
上
に
な
る
男
性

検
査
方
法　

血
液
検
査

申
込
み　

当
日
会
場
に
て

費　

用　

１
，
７
０
０
円

※
予
約
は
不
要
で
す
。
検
診
会

　

場
で
受
診
票
を
受
取
り
、
必

　

要
事
項
を
記
載
し
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。
身
分
（
住
所
、
生

　

年
月
日
な
ど
）
の
確
認
で
き

　

る
も
の
を
、
ご
持
参
く
だ
さ

　

い
。

前
立
腺
が
ん
検
診

前
立
腺
が
ん
検
診

各種健診・検診・検査 受付時間
会場・日程

ふれあいプラザ
さかえ

竜角寺台
コミュニティホール 布鎌小学校

集団特定健診
後期高齢者健診

８時 50 分から
11 時 30 分まで

※竜角寺台コミュニティ
ホール・布鎌小学校は、

９時から 11 時 30 分

○５月 21 日㈬から
　５月 24 日㈯まで

○５月 27 日㈫から
　５月 29 日㈭まで

５月 30 日㈮ ５月 31 日㈯

前立腺がん検診 ９時 10 分から
11 時 30 分まで肝炎ウイルス検査

別表

▲各種健診・検診
　について

問合せ　健康介護課健康推進班　
　　　　☎33-7708

※
日
程
・
会
場
・
受
付
時
間
は
別
表
の
と
お
り

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

受
け
ま
し
ょ
う
！

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
し
て

も
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
無
い

た
め
、
感
染
に
気
付
か
ず
に
慢

性
化
し
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
を

発
症
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
、
生
涯
に
一
度
は
、
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

①
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳（
令

　

和
８
年
３
月
末
現
在
）
の
方

　

で
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

　

査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

②
41
歳
以
上
の
方
で
、
過
去
に

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け

　

た
こ
と
が
な
い
方

通　

知　

①
の
対
象
者
に
は
、
４
月
上
旬

　

に
受
診
票
を
郵
送
し
ま
し
た
。

②
に
該
当
し
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

(
当
日
お
申
込
不
可)

検
査
内
容　

　

血
液
検
査
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
）

費　

用　

無
料

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
支
援

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
支
援

　
　

事
業
開
始
の
ご
案
内

　
　

事
業
開
始
の
ご
案
内

対
象
者

〇
栄
町
に
住
所
の
あ
る
方

〇
４
月
１
日
以
降
に
抗
が
ん
剤

　

治
療
な
ど
に
よ
り
ウ
ィ
ッ
グ
・

　

乳
房
補
整
具
、
エ
ピ
テ
ー
ゼ

　

を
購
入
し
た
方
お
よ
び
ウ
ィ

　

ッ
グ
を
レ
ン
タ
ル
し
た
方

※
乳
房
補
整
具
な
ど
購
入
し
た

　

日
か
ら
１
年
以
内
に
申
請(

レ

　

ン
タ
ル
の
場
合
は
、
レ
ン
タ

　

ル
し
た
日
か
ら
２
年
以
内)

〇
世
帯
全
員
が
町
税
を
滞
納
し

　

て
い
な
い
方

申
請
開
始

　

５
月
１
日
か
ら

助
成
額  

　

①
～
③
各
１
回
ま
で

※
上
限
額
ま
た
は
実
費
の
う
ち

　

い
ず
れ
か
少
な
い
額
を
助
成

　

し
ま
す
。

①
ウ
ィ
ッ
グ
：
上
限
３
万
円

②
乳
房
補
整
具
：
上
限
２
万
円

③
エ
ピ
テ
ー
ゼ
：
上
限
５
万
円

　　

各
申
請
の
上
限
金
額
に
か
か

わ
ら
ず
、
３
種
類
合
わ
せ
て
最

大
５
万
円
ま
で
の
範
囲
が
助
成

の
上
限
額
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

　

健
康
介
護
課
健
康
推
進
班

　

☎
33-

７
７
０
８

集
団
特
定
健
康
診
査
・

集
団
特
定
健
康
診
査
・

　

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
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栄
町
消
防
団
規
律
・

栄
町
消
防
団
規
律
・

　
　
　
　
　
　

操
法
訓
練

　
　
　
　
　
　

操
法
訓
練

　

消
防
に
お
け
る
基
本
的
動
作

を
習
得
し
、
部
隊
行
動
を
確
実

に
し
、
消
防
諸
般
の
要
求
に
応

え
、
団
員
の
品
位
の
向
上
と
士

気
お
よ
び
団
結
心
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

【
操
法
訓
練
】

　

消
火
活
動
に
必
要
な
消
防
用

ポ
ン
プ
・
ホ
ー
ス
の
操
作
や
取

り
扱
い
な
ど
、
基
本
技
術
を
習

得
し
、
災
害
対
応
力
の
向
上
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
地
域
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
平
常
時
・
災
害

時
を
問
わ
ず
地
域
に
密
着
し
、

日
々
活
動
し
て
い
ま
す

日　

時

　

５
月
25
日
㈰

　

８
時
30
分(

小
雨
決
行)

会　

場

　

利
根
川
河
川
敷
町
民
Ｃ
グ
ラ

ン
ド

問
合
せ

　

消
防
総
務
課
総
務
班

　

☎
95-

８
９
８
０　

剪
定
枝
・
雑
草
な
ど
の
回
収

剪
定
枝
・
雑
草
な
ど
の
回
収

コ
ン
テ
ナ
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

コ
ン
テ
ナ
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

　

ご
家
庭
の
庭
な
ど
の
剪
定
枝

や
除
草
し
た
雑
草
を
、
燃
え
る

ご
み
と
し
て
排
出
す
る
の
で
は

な
く
、
資
源
物
と
し
て
排
出
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
コ
ン
テ
ナ

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所

①
役
場
西
側
高
台
駐
車
場

②
竜
角
寺
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

　

ル
脇

③
旧
酒
直
小
学
校
第
２
駐
車
場

④
管
理
釣
り
場
将
監
前

　
（
脇
川
83-
４
）

設
置
期
間

前　

期　

５
月
１
日
㈭
か
ら

　
　
　
　

７
月
31
日
㈭
ま
で

後　

期　

９
月
１
日
㈪
か
ら　

　
　
　
　

12
月
24
日
㈬
ま
で

問
合
せ

　

経
済
環
境
課
環
境
対
策
班

　

☎
33-

７
７
１
３

「
栄
町
な
が
ら
見
守
り
隊
」

「
栄
町
な
が
ら
見
守
り
隊
」

へ
の
登
録
を

へ
の
登
録
を

　

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生

徒
の
防
犯
対
策
お
よ
び
交
通
事

故
防
止
と
し
て
、
地
域
の
皆
様

に
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
の
時

間
帯
に
合
わ
せ
、
日
常
生
活
の

中
で
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活

動
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
「
な

が
ら
見
守
り
活
動
」
に
協
力
い

た
だ
け
る
方
の
登
録
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
マ

チ
コ
ミ
メ
ー
ル
ア
プ
リ
か
ら
会

員
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
と
教

育
委
員
会
が
発
信
す
る
メ
ー
ル

か
ら
不
審
者
な
ど
の
情
報
が
受

信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

登
録
の
際
は
、「ihkx7

6
5
4
@

m
achicom

i.jp

」
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
す

る
か
、
左
記
Ｑ
Ｒ
か
ら
手
続
き

を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
登

下
校
で
き
る
よ
う
に
地
域
の
皆

さ
ま
で
見
守
り
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
詳
細
な
登
録
手
順
な
ど
に
つ

　

い
て
は
教
育
委
員
会
Ｈ
Ｐ
で

　

確
認
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ

　

教
育
課
学
務
指
導
班

　

☎
33-

７
７
１
６

▲登録 QR

▲教育委員会
　HP

　

い
ざ
と
い
う
時
、
あ
な
た
の

大
切
な
家
族
や
友
人
の
命
を
救

う
た
め
に
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

５
月
25
日
㈰

　
　
　
　

９
時
か
ら
12
時
ま
で

会　

場　

栄
町
消
防
署

内　

容　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ　

　
（
成
人
に
対
す
る
方
法
）

対
象
者　

　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

中
学
生
以
上
の
方

定　

員　

10
名
程
度

参
加
費　

無
料

服　

装　

　

動
き
や
す
い
服
装
お
よ
び
靴

申
込
み　

　

５
月
17
日
㈯
ま
で
に
電
話
ま

た
は
左
記
の
Ｑ
Ｒ
よ
り
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ

　

消
防
総
務
課
警
防
班

　

☎
95-

８
９
８
２　
　

定
期
救
命
講
習
開
催

定
期
救
命
講
習
開
催▲普通救命

講習申込 QR
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地域おこしୂྗڠの活動ใࠂ

๕լୂ員・ஸୂ員から２݄・３݄の活動ใࠂがಧきました！๕լୂ員・ஸୂ員から２݄・３݄の活動ใࠂがಧきました！

　３月中०、都内で行われました「ちば合同Ҡ住૬ஊ会」
に参加しました。協力ୂの活動や町での生活を通してࢲた
ちがັ力とײじている、「自વの豊かさ」・「ࠇ大౾（どら
まめ）の美ຯしさ」・「都内へのアクセスのྑさ」などを来
場者に PR しました。この૬ஊ会に参加し、県内ଞ市町の
協力ୂ同࢜のつながりも生まれ、今後の活動に向けてΤネ
ルΪーが༙きました。
　また、研修ઌの農家で、ถ作りの४備としてछまきの作
業を行いました。य़の๚れをײじながら、大地との৮れ合
いをָしむことのできた活動となりました。

問合せ　戦略推進室
　　　　☎ 95-1111

⾢
ஸ

ୂ
員
ެ
ࣜ

*O
TUBH

SBN

⾢
๕
լ
ୂ
員
ެ
ࣜ

　

*O
TUBH

SBN

vol. ３

地　区 名　ࢯ
安食（一۠） ീాӋ　༃
安食（ೋ۠、۠ࡾ）、安食ߌ新ా 内　
ਢլ（ਢլ、新ా） ా　ӳ治
ลా、口 ౻　進
興、ຑ生 ຑ生　新治
ञ直（ೆ部地۠）、ࣉ֯ཾ 大見　正明
ञ直（ೆ部地۠をআく） 後౻　ྑ和
、布ଠ、ࡾ和、ೆ හจ　ాࢁ
中୩、、ીࠜ、請方 ೮ቌ　ٱ༤
布חञ直、࢛π୩、和ా、脇、࢛Օ、
長୩、大森、ԡ付、生൘ು子新ా、
ཾϲ࡚町า

Ԙా　一༤

５
月
は
ਫ
防
月
間

５
月
は
ਫ
防
月
間

ủ
ߑ
ਫ
͔
Β
क
Ζ
う 

み
ん
な
の

地
Ҭ
Ứ

　

出
水
期
を
ܴ
え
る
５
月
は
水

防
月
間
で
す
。

　

普
段
な
に
͛
な
く
目
に
し
て

い
る
河
川
か
ら
ߑ
水
が
発
生
し

大
ن

な
被
害
を
も
た
ら
す
ڪ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
「
い
ざ
！
」
と
い
う
時
の
た

め
に
、
水
害
へ
の
備
え
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
水
防
活
動
に
備

え
、
水
防
倉
庫
内
の
資
器
ࡐ
の

点
検
や
、
関
係
機
関
と
合
同
で

利
根
川
・
長

川
や
印
旛
প
の

అ
防
८
ࢹ
活
動
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ　

　

く
ら
し
安
全
課
災
害
対
策
班

　

☎
33-

７
７
１
０

　

農
地
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
を

図
る
た
め
、
農
業
委
員
会
よ
り
次
の

方
々
が
委

さ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
担

当
地
区
に
お
い
て
、
農
業
委
員
と
連

ܞ
し
て
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
ੵ
・

集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

ղ
消
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

ҕ

期
間　

　

令
和
７
年
５
月
１
日
か
ら

　

令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

問
合
せ　

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
33-

７
７
１
３
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స
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Ỗ

５
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ま
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日
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で

ス
ϩ
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ン

Ỗ
自
స
車
も　

の
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車
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な
͔
ま
͍
り
Ỗ

　

令
和
６
年
中
、
千
葉
県
内
で

発
生
し
た
自
転
車
事
故
件
数
は

３
，
０
１
６
件
で
、
交
通
事
故

全
体
の
24
ˋ
を

め
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
町
内
の
件
数

は
、
３
件
で
、
前
年
よ
り
２
件

増
加
し
ま
し
た
。

　

常
に
自
転
車
は
車
྆
で
あ
る

と
い
う
意
ࣝ
を
持
ち
、
安
全
運

転
に

め
ま
し
ょ
う
。

自
స
車
安
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ݪ
ଇ

①
車
ಓ
が
ݪ
ଇ
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左
側
を
通
行

　

で
、
歩
ಓ
は
ྫ
外
、
歩
行
者

　

を
༏
ઌ

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
ఀ

　

止
を
守
っ
て
、
安
全
確
認

③

間
は
ラ
イ
ト
を
点
౮

④
ҿ
酒
運
転
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ې
止

ᶇ
ϔ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

自
స
車
マ
φ
ー
ア
ッ
プ

　
　
　

Ω
Ỿ
ン
ϖ
ー
ン
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開
࠵
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時　

５
月
24
日
㈯
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時
か
ら
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時
ま
で

場　

所　

イ
オ
ン
Ϟ
ー
ル
ນ
張

　

新
都
心
１
階
グ
ラ
ン
ド
コ
ー

　

ト(

千
葉
県
千
葉
市
ඒ

区

　

豊
࠭
１-

１
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〇
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車
シ
ミ
ュ
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ー
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ク
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験
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ࡱ
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物
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ラ
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プ
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反
ࣹ
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ー
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ど
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く
ら
し
安
全
課
安
全
協
ಇ
推
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☎
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７
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１
０
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おめでとうございます
祝百寿

ધڮ　দࢬさん
（竜角寺台）

大正 15 年１月１日生

ॏຊ　さん
（布太）

大正 15 年１月 26 日生

ᓎҪ　ඒ子さん
（安食台）

大正 15 年２月 15 日生

寺　たかさん
（安食）

大正 15 年３月 11 日生

ຊ　ミπさんࡔ
（安食）

大正 15 年３月 14 日生

Ճ౻　スイさん
（ԡ付）

大正 15 年５月 31 日生

ീॏֽ　ώサさん
（安食台）

大正 15 年５月 20 日生

町ా　உさん
（ञ直）

大正 15 年５月３日生

大　ͻささん
（ೆ）

大正 15 年３月 30 日生

ઙ　ޫさん
（ञ直）

大正 15 年 11 月１日生

大　ඒஐ子さん
（竜角寺台）

大正 15 年７月８日生

お名前のみの͝紹介

（生年月日ॱ）

今年で数えඦࡀをܴえる皆さんに、
町からおॕいのه೦がଃఄされました。

問合せ　福ࢱ・子ども課社会福ࢱ班　☎ 33-7707

ҏ౻　　　さん
（ཾ角寺）

大正 15 年 10 月１日生
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問合せ　健康介護課健康推進班 ☎ 33-7708

　 がんを༧͠·͠ΐ͏
ʮΩϟϕπͱϒϩοίϦʔのԹαϥμʯ

料　２人分　ϒロッコϦーࡐ● 70H　キャベπ 70H　
　にんじん 15H　たまͶ͗ 10H　ベーコン 15H　
　水大さじ２　˒ΦϦーϒ༉小さじ１　こしΐう少々
　レϞンो小さじ１ʗ２　塩小さじ１ʗ６　
り方࡞●
ᶃϒロッコϦーを小に分け、キャベπを一口大、ベーコンを１DN ෯に
　切る。たまͶ͗をബ切りにし、にんじんをྠ切りのബ切りにする。
ᶄ༰ثにᶃを入れ、水をかけ回す。ふんわりとラップをし、ి子レン
　ジで 600X ４分ఔ加する。
ᶅ༨計な水けを切り、ざっくりࠞͥてثに盛る。ࠞͥ合わせた˒をまわし
　かける。※ドレッシングはご自身のお好みのものを使っても˕
１人分ΤネルΪーɿ62 キロカロϦー　塩分ɿ0�7H
●ࡊやՌにଟくؚまれるϏタミン "・$・& はࢎ߅Խ࡞用がڧく、໔
　Ӹ力を高めてがんを予防します。キϟϕπはϏタミン $ を、ϒϩッコ
　リーはϏタミン $・& をଟくؚみ、がん予防にޮՌతです。
　１日 350H をඪにࡊをとりましょう。

ঁੑにଟい大がんঁੑにଟい大がん
～ର策・予防にͭいて～～ର策・予防にͭいて～

　全国で年間 15 万人以上が新たに大がんになり、５万人以上の方がくなっています。
大がんとは、大（結・直・ᡗ）に発生するがんで、男ঁとも 40 代から増加ࡀ
し始めます。

� 町のがん検診 �
　ңがん・ഏがん・大がん・ೕがん・子宮ᰍがんの５つの「がん検診」
は、有能な検診として国が推しています。
　ͥひ受けましΐうʂ

ᶃ町の大がん検診（ศજ݂検査）を受ける。
ᶄたばこはٵわない
ᶅおञを大量にҿまない
ᶆ食生活を見直す
ᶇウΥーキングなど適度なӡ動する
ᶈ適正体重を維持する
　健康的な生活習׳の実ફでがんのϦスクは減らせ
ますが、全に防げるわけではありません。
　そのҝ、がん検診を受けることが大切です。

෦Ґ別がんࢮ（�0�� શࠃ）
男性
１Ґ　ഏがん
２Ґ　大腸がん
３Ґ　ңがん
４Ґ　すいଁがん
５Ґ　؊ଁがん

ঁ性
１Ґ　大腸がん
２Ґ　ഏがん
３Ґ　すいଁがん
４Ґ　ೕがん
５Ґ　ңがん

�Q. なͥঁ性は大腸がんになりやすいのʁ �
"� 生活習׳や家ྺ・ঁ性ホルϞンの影響
　が原因

˘ྨ中心の食生活の方
˘たばこをٵう方
˘ҿञ量が多い方
˘ӡ動不足の方
˘大がんの家ྺがある方

大がんになりすい人の大がんになりすい人の
̑ͭのཁૉ̑ͭのཁૉ

予防・ର策

　「早期の大がん」では自֮状が΄とんどあり
ません。
　の内ଆの೪ບには、神経がないҝ、異常がىき
ても௧み・ҧ和ײなどが生じにくいとݴわれていま
す。進行した場合は、݂ศ・ศൿ・下ཀྵ・残ศײ・
ශ݂・ෲ௧やᅅుがあります。早期発見・治療で
95ˋ以上の人が治ります。

状
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▲υラムのཬ HP

１ 日 ㈭、 ７ 日 ㈬、
12 日 、19 日 、
26 日 

日ؗٳ月のࠓ

　皆さんの地域に出向いて、庭ઌでָにങいができるҠ動ൢച車のʰとくしؙʱは、生食
やおࡊ、おห当、調ຯ料、՛子、パン、日用などがଗっていてとてもศརです。
　ར用者などからは、「誰かに車を出してもらうのはਃし༁ないので、とても助かっています。
ちΐっとしたങいをۙ所でできるのでศརです。」というをฉいています。
　また、町は᷂ナϦタϠと「高齢者見守り活動にؔする協定」をక結しており、h とくしؙʱ
の๚問ઌで高齢者などの異มをײじた時は町に連བྷが入り、状گに応じて必要な支援を行って
います。
　Ҡ動スーパーʰとくしؙʱの८回希の方は᷂ナϦタϠまでお問い合せください。

問合せ　᷂ナϦタϠҠ動ൢച事業部
　　　　☎ 95-9111
　　　　高齢者見守り活動にؔすること
　　　　健康介護課地域แׅ支援班
　　　　☎ 33-7709

訪༵ 現ࡏの८ճ地域

月・木༵日 ೆέٰ、西、布鎌（一部）、ԡ付、中୩（一部）

Ր・༵ۚ日 方、布鎌、安食台、ञ直台、口、興、中୩

水༵日 ཾ角寺、竜角寺台、安食台（一部）、ञ直台（一部）、
口（一部）、興（一部）

土༵日 ཾ角寺、竜角寺台

Ҡ動スーύーʰͱくしؙʱおങいがۙで便利に！

龍の産直館情報龍の産直館情報
৽をָしも͏！　݄̑ 2� ・2�  
・৭々野ࡊ 88 円ۉ一・さつまいも٧め์題１回 200 円
・ବ՛子つかみどり１回 200 円・αラμؔ連商２ׂ引き・ס໙２ׂ引き
皆様のご来店心よりおちしております。

८回コース

　ドラムの里では期間中ຖ日ָしい美ຯしいイベントを
開࠵しますʂ
̑月３日から̑日 
˓コスプレのؗ　ҥレンタルの方に、「ドラム」グッ
　ズをプレθント
˓チϟレンジショップ　ϋンドϝイド小の制作・ൢച

ドラムの里GWイベント
　５月３日㈯～５日㈪ 

̑月３日・̐日 
˓交ྲྀࣨ　花จࣈの実ԋ・ൢച

̑月̐日 
˓ウッυデッキ　5JL5PL フΥロワー 5�6 万人ʂ　　　
　4/4 で題の「しおみん」ミニライϒ 13 時ʙ 15 時
̑月̑日 
○ウッドデッキ　佐ൡ家จ化保ଘ会による「手ཪ　
体験「ႀߕ」「　
　お一人様　各 200 円
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ӫ町গ年ফ防ஂに新しいؒがՃΘりました

　今年度、新たに３໊の団員が入団しました。
栄町少年消防団は平成 28 年に発足し、主な活動とし
てن・અ度を修得するための訓練、防災センターな
どのࢹ研修、町の防災訓練、Ր災予防の報などが
あります。行事を通して消防防災行政に৮れ、興ຯ・
ؔ心を持ちながらָしく活動しています。

問合せ　消防総務課総務班
　　　　☎ 95-8980

町બڍཧҕ員会ҕ員がݝ市۠町ଜબڍཧҕ員会
࿈合会会より表জ͞れました

　栄町選ڍ管理委員会の݀原ণ弘委員長は、選ڍ管理
委員に就以来、国政選ڍをはじめとする数多くの選
を適正に管理ࣥ行するために、委員長としての役務ڍ
のみならず、期日લථ所のථ管理者や開ථ管理者
などを兼務するなど選ڍのࣥ行に多大にݙߩしたこと
がධ価され、ઍ葉県市区町村選ڍ管理委員会連合会会
長より表জされました。

問合せ　町選ڍ管理委員会
　　　　☎ 95-1111

政策ސがணしました！
　町では、持続可能なまちを目指すため、４月１日に
京葉ۜ行と「地域活性化ى業人（企業派遣ܕ）派遣に
ؔする協定ॻ」をక結し、同行のҏ౻ஐ昭さんを「政
策ސ問」として委しました。　　　
　民間企業のϊウϋウやઐ的見を生かして、重要
政策の調整・推進にؔする業務の΄か、政策実現化の
アドバイスなどにご協力いただきます。

問合せ　戦略推進室
　　　　☎ 95-1111

ลాڅਫ組合ͱࡂ害࣌にお͚るҪށਫのڅڙの
にؔする֮書をక݁ྗڠ

　４月１日に、「北ล田給水組合と災害時における井ށ水の供給の協力にؔする֮ॻ」がక
結されました。この֮ॻは、栄町の区域内に地、෩水害などの災害が発生し、水道水などの
供給がఀ止した場合に、町が行う災害対策において、北ล田給水組合が管理する井ށの井ށ水
を使用して水を供給することにؔし、必要な事߲を定めるものです。
　これにより、災害時の応急対策として水の供給が円滑にできるようになることを目的とします。

問合せ　くらし安全課災害対策班
　　　　☎ 33-7710

ӈ：策ސ問 ҏ౻ ஐতさん
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ふれプラ図ॻ室からのごҊ内
։ࣨ時間　９時から 17 時まで
問  合  せ　ふれプラ図ॻ室　　
　　　　　　　　　　　☎ 33-3385

Bookmarks
ʰ͓୳しຊは図ॻࣨまͰʱ ▲ਤ書ࣨ

自動車期間の本ాᏪは、２年
11 カ月のྈ生活࠷終日、同྅が
̨̪̫ϒレイクγϣットのϘルト
を車体内部にひとつམとすのを目
ܸしʜ。Ҡり変わるϒレイクγϣ
ットの所有者を通して現日本の
ॾ相と複雑なドラマがల開される
８つのޠ。

中学ଔ業と同時に܈അの親元をඈ
び出し、Վب町にたどりணいた
15 歳のগ女・ࣣ。トーԣ広場
で間とμϕりةないバイトに手
を出し、Վب町のҋ社会や家出
গ女たちを利用しようとする大人
たちとも関わっていくなかで事件
は起きʜ。

パッとしない大学生の元にಥવ、
「プロσϡース通りに行動すれ
ば、人生うまくいく。」というメ
ールがಧく。半信半ٙで従った݁
Ռ、൴の日ৗはٸにసし始め
るが、ある日ෆ可解な事件にרき
込まれʜ。

ϒレイクショットのي
ѭࡔౙഅʗஶ　ૣ書

Վب町ララόイ
છҪҝ人ʗஶ　༿ࣾ

口外ࢭې
下ଜರ࢙ʗஶ　࣮業೭日ຊࣾ

ץの৽݄ࠓ

　みんな大好きアンパンマンの作者やなせたかしさんは 94 でくなりました。スクワットࡀ 101
回、立て෬せ 40 回などຖ日ӡ動をܽかさなかったようです。そこで図ॻ室では健康長णでいら
れるようӡ動にؔ連した本を集めてみました。またࣇಐコーナーには新しいアンパンマンのֆ本を
取りଗえたので是ඇご来室くださいʂ

ؾݩ～ �00 ഒΞンύンマン！～

（一財）౻ຊ߂ҭӳ会よりָثがدଃ͞れました
　（一財）౻本弘育英会より栄中学校にָث（アルトαクι
フΥン・太ޑ用台࠲）がدଃされました。
　同育英会は、教育研究活動への助成を目的として事業活動を
行っており、ຖ年、栄中学校にָثや教材をدෟしてくださっ
ています。
　いただいたָثはਧָ部の活動などで大切に活用させてい
ただくとともに、この場をआりて多大なるごްҙに心よりँײ
ਃし上げます。

問合せ　教育課学務指導班
　　　　☎ 33-7716
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１日㈭、７日㈬
12 日 、19 日 
26 日 

日ؗٳ月のࠓ
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く
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
団
十

に
入

を
許
さ
れ
て
、
ఋ
子
に
し
て
い
た
だ

い
た
ࣣ
左
Ӵ

は
、
そ
の
日
か
ら
一
生
ݒ
命
役
者
の
म
業
に
ྭ

み
ま
し
た
。
自
分
で
や
り
た
く
て
ࣳ
ډ
Ք
業
に
入
っ
た
の
で
す

か
ら
、「

き
こ
そ
物
の
上
手
な
れ
」
の
ݵ
に
も
あ
る
よ
う
に
、

他
人
が
一
つ
覚
え
る
ま
で
に
は
ೋ
つ
も
三
つ
も
覚
え
て
し
ま
う

の
で
す
。「
こ
い
つ
は
立

な
役
者
に
な
れ
る
か
も
知
れ
な
い
」

と
団
十

は
ࢥ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
ࣣ
左
Ӵ

は
؟
が
大
変
よ

か
っ
た
の
で
、
ܳ
名
を
限
助
と
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

あ
る
年
の
こ
と
で
す
。
団
十

一
行
は
大
ࡕ
で
の
८
業
の
た

め
に
、
ߐ
戸
を
出
発
し
た
の
で
す
が
、
あ
る
村
に
さ
し
か
か
っ

た
時
に
大
ཛྷ
に
合
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
仕
方
が
な
い
の

で
、
そ
の
村
の
名
主
さ
ん
に
頼
ん
で
、
一
൩
ധ
め
て
も
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
こ
の
名
主
さ
ん
が
、
な
ん
と

ࣳ
ډ
が
൧
よ
り

き
と
い
う
く
ら
い
で
す
か
ら
、
す
っ
か
り
ت

ん
で
し
ま
っ
て
、
村
の
人
々
を
み
ん
な
呼
び
集
め
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
ࣳ
ډ
を
や
っ
て
見
せ
て
く
れ
と
頼

ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。（
つ
づ
く
）

衛ࠨにいͦしΉࣣݹܤډࣳ▲
ߤ ը 水࡞  　 ▲組ඥストラップ

˔
य़
の
ま
ͭ
り　

５
月
２
日
㈮
～
６
日
㈫
振
替
休
日

　
「
あ
そ
び
と

ら
し
」
を
テ
ー
マ
に

౷
的
な
技
の
実
ԋ
、
ੲ

遊
び
の
体
験
、
民
ଏ
ܳ
能
の
上
ԋ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
５
月
５
日

は
こ
ど
も
の
日
に
ち
な
ん
だ
催
し
物
を
実
施
し
ま
す
。

˔

表
࡞
り　

５
月
８
日
㈭

　

カ
Ϡ
π
リ
グ
サ
科
に
ଐ
す
る
「
ࣣ
ౡ(

し
ち
と
う)

イ
草
」
を

ࡐ
料
と
し
、
ླྀ
球

を
৫
る
体
験
を
し
ま
す
。
５
歳
以
上
対
象
。

˔
お

લ
ମ
験　

５
月
10
日
㈯
、
24
日
㈯

　

ബ

の
い
た
だ
き
方
や

室
で
の
ྱ
ّ
作
法
に
加
え
て
、



を
使
っ
て
ബ

を
点
て
て
振
る
ま
う
作
法
を
体
験
し
ま
す
。
小
学

生
以
上
対
象
。
生
՛
子
が
付
き
ま
す
。

※
状
گ
に
よ
り
内
༰
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

˔
໖
܁
り　

５
月
18
日
㈰

　

໖
܁
り
機
を
使
っ
て
、
໖
の
実
か
ら
種
を
取
り
ま
す
。
５
歳
以

上
対
象
。
ࡐ
料
が
な
く
な
り
次
第
ऴ
了
。
種
は
持
ち
ؼ
れ
ま
せ
ん
。

˔
そ

が
　͖

５
月
25
日
㈰
、
27
日
㈫
～
29
日
㈭

　

そ
ば
ค
に

౬
を
加
え
て
練
り
上
͛
、
団
子
に
し
た
も
の
を
ᣐ

で
て
࠭

ে
༉
ま
た
は
わ
さ
び
ে
༉
で
食

ま
す
。
そ
ば
切
り
に

は
な
い
、
ಠ
特
の
෩
ຯ
を
ຯ
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
５
歳
以
上

対
象
。
小
学
生
は
引

者
の
補
助
が
必
要
で
す
。

˔

ඥ
ス
τ
ϥ
ッ
プ　

５
月
31
日
㈯

　

ؙ
大
で
４
個
の
コ
マ
を
使
っ
て
も
ݜ
ࢳ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
ま
た
は

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま
す
。
小
学
生
以
上
対
象
。

˔
ༀ

؍

会　

５
月
31
日
㈯

　

房
総
の
む
ら
に
生
え
て
い
る
ༀ
草
を
当
ؗ
৬
員
が
案
内
し
ま

す
。
小
学
３
年
生
以
上
対
象
。
集
合
場
所
総

。

外
を
歩
け
る

服
装
で
お
ӽ
し
く
だ
さ
い
。

˒
房
総
の
む
ら
で
は
、
体
験
指
導
の
ス
タ
ッ
フ
を
ื
集
し
て
い
ま

　

す
。
ࢲ
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
ಇ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
細
は
お
電
話
（
☎
95-

３
３
３
３
）
で
!!

▲य़のまつり
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߹ͤ
こども家庭センター　☎ 37-7185

（ふれあいプラβさかえ内１֊）
։ઃ時間　９時から 17 時 15 分まで

今月のؗٳ日

４日 ʙ７日㈬・11  ・
12 日  ・18 日  ・19 日  ・

25 日 ・26 日 

            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問合せ　こども家庭センター　　 ☎ 37-7185
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       健康介護課健康推進班     ☎ 33-7708

ΠンϑΥϝーγョン߁݈

※受付時間は予約制となっておりますので、健診のݸผ通をご確認ください。

赤ちゃんと関わる７つのポイント

　現代社会では、インターネットでさまざまな情報が得られます。得た「ࣝ」を子どもに当て
はめようとして、大人が主導ݖをѲり、らずらずのうちに一方通行の育ࣇになっていません
かʁ子育ては方向の྆方の情ॹをベースにした交流です。方向のؔわり合いがあり、一人一
人の心が育ちます。今回は、ಛに 1 ະ満のちΌんとのコミュニέーションについておえࡀ
します。

　तೕ中にじっと見つめてくるちΌん、かわいいですͶ。まだॆ分にお
できないちΌんは、ඇޠݴでのコミュニέーションをٻめ、や表情で大
人とやり取りを練習します。ඇޠݴでのコミュニέーションに大人がどれだ
け応えていくかによって、対人ؔだけでなく発達に大きく影響します。

　こども家庭センターやキッズランドでは、保健ࢣや子育て支援コーディネーターや子育て
アドバイβーがおり、お子さんとの༡び方のご૬ஊもできます。おؾ軽にご૬ஊください。

大人が「つ」間に子どもは「観る力」を育
みます。
○฿༡びʜ大人のઉや口の動きを見せてあ
　げます。「あむ、あむ、あむ」などといい
　ながらΏっくりかむ動作を見せてあげたり、
　下や口の動きをしばらく見せると、฿が
　始まります。
○手༡びや全身を使った༡びʜさまざまな手
　༡びがありますが、「にー͗、にー͗」と
　ϦズムをつけてՎいながらちΌんの手を
　Ѳる、ひらく動作を行うだけでもいいので
　す。ちΌんとࢹ線を合わせ、１動作１ඵ
　くらいのさで動かし、ちΌんの応を
　ってやり取りしましΐう。

○ちΌんもؔわりたいؾ持ちがあります。  
　ちΌんのࢹ線に目しましΐう。
○ちΌんが受け取れるさと内༰でؔわり
　ましΐう。
○ちΌんが応する間、ちましΐう。
○ちΌんと会する時は、心地よいڑを
　保ちます。ちΌんのإから 40 ʙ 50DN
　΄どれましΐう。
○かけするときはちΌんのの฿や「お
　したの」などޠりかけ、ちΌんが応
　するまで４、５ඵちましΐう。次々と
　しかけるとちΌんは応できず、コミュ
　ニέーションが難しくなります。

赤ちゃんとの絆を育むために

非言語コミュニケーションの重要性　

健　診　名 月　日 会　場 問合せ 対　象　者 内　容
はみがきレッスン
※事લਃ込制

５月１日㈭ キッズランド

健康介護課
健康推進班

町内ࡏ住の方 お口の健康チェック・૬ஊ

はみがき教室 ５月 15 日㈭
ふれあいプラβさかえ

３֊Իָ室ᶃ

令和６年７月ʗ
８月生まれの子

歯のʗೕ食などʗ身体計
ଌʗ各छ૬ஊ

ೕ食教室 ５月 16 日㈮
令和６年 11 月ʗ
12 月生まれの子

身体ଌ定 / ೕ食の進め方など

マタニティクラス
※事લਃ込制

５月 17 日㈯
ふれあいプラβさかえ

ௌ֮室ࢹ֊３

こども家庭
センター

֓Ͷ৷
５か月ʙ８か月の්

とその家
ᔓཋ体験など

健康診査ࣇ６カ月ࡀ１

５月 29 日㈭
ふれあいプラβさかえ

３֊大会ٞ室

令和５年 10 月ʙ
11 月生 内Պ・歯Պ診 / 身体ଌ定 /

保健・栄ཆ・歯Պ૬ஊ
健康診査ࣇࡀ３

令和３年 11 月ʙ
12 月生



23 広報さかえ

日ؗٳ月のࠓ
１日㈭ޕ後ٳ館・

４日 ʙ７日㈬・12 日 ・
19 日 ・26 日 

開館時間 / ９時～ 12 時

　13 時～ 16 時

　

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
は
、
予
約
な
し
で

も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

※
混
雑
状
況
に
応
じ
て
お
断
り
す
る

　

場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
町
外
の
方
も
利
用
可

身
長
・
体
重
の
計
測
、
健
康
相
談

日　

時　

５
月
１
日
㈭

受　

付　

９
時
30
分
か
ら
10
時
30
分

会　

場　

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
内

※
要
予
約
。

※
次
回
は
、
６
月
５
日
㈭
を
予
定
。

日　

時　

５
月
28
日
㈬

　

①
９
時
30
分
か
ら
10
時
30
分

　

②
10
時
45
分
か
ら
11
時
45
分

会　

場　

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
内

内　

容 　

手
作
り
お
も
ち
ゃ

※
要
予
約
。（
各
定
員
７
組
）

※
次
回
は
、
６
月
18
日
㈬
を
予
定
。

日　

時　

５
月
23
日
㈮

　
　
　
　

10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

会　

場　

第
一
近
隣
公
園

　
（
集
合
場
所
・
雨
天
時
は
キ
ッ
ズ

ラ
ン
ド
）
※
要
予
約
。

　

日　

時　

５
月
24
日
㈯

　
　
　
　
　

11
時
40
分
か
ら
12
時

○
ホ
ッ
プ
ス
ς
ッ
プ
͞
͘
Β
ん
΅

日　

時　

５
月
７
日
㈬

　
　
　
　

10
時
30
分
か
ら

内　

容　

母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

○
プ
ν
͞
͘
Β
ん
΅

日　

時　

５
月
９
日
㈮

　
　
　
　

10
時
30
分
か
ら

内　

容　

母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

※
内
容
に
関
し
ま
し
て
は
変
更
す
る

　

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
要
予
約
（
当
日
受
付
も
可
）

※
火
・
木
と
開
設
時
間
以
外
の
問
い

　

合
わ
せ
は
安
食
保
育
園
に
お
願
い

　

し
ま
す
。

日　

時　

５
月
20
日
㈫

　
　
　
　

10
時
10
分
か
ら
11
時

内　

容　

親
子
体
操

会　

場　

２
階
ホ
ー
ル

○
な
が
と
༮
ஓ
Ԃ
ὸ
95-

０
７
５
１

日　

時　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　

10
時
か
ら
12
時

○
ञ

༮
ஓ
Ԃ

日　

時　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

10
時
か
ら
12
時

〇
ࢠ
ҭ
ͯ
ࢧ
ԉ
η
ン
λ
ー

ủ
͞
͘
Β
ん
΅
Ứ【
安
৯
保
ҭ
Ԃ
内
】

日　

時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

８
時
30
分
か
ら
13
時
30
分

園
庭
開
放

す
こ
や
か
タ
イ
ム

　-*/&　⾣ 
　2R コード

　キッズランドは、子育て中の方が、情報を交したり、子育てのみをすなど、子でָしく
過ごせる施設です。

　Ωοζϥンυの利用およびࢠҭて૬ஊなどɺӫ町公ࣜΞΧンτ -*/& か
ら予できます（一෦の日ఔをআく）。ॳめてのํもおܰؾにご利用くͩ͞い。

ア
ッ
プ
Ｒ
文
庫

わ
く
わ
く
タ
イ
ム

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
安
食
保
育
園
内

☎
�0
‐
１
８
８
５

 

　なかなか子供ができず、子供のことは２人で半
ばఘめていました。しかし栄町に引越した２日後
に環ိが生まれ、立て続けにपࢸが生まれʜ。 
　幸せとڻきがどっと来たような多の日々をૹ
っています。今はແअؾに走り回る環ိに成長を
Ҋしています（まࢥじつつ、子供部についてײ
さか２人も生まれるとはʜ）。

ࢠ月のཾເͬࠓ

2　お子さんの໊付けΤϐιードを教えてくださいʂ
"　環ိは１人目なので「まっすぐまわってきた」、
　पࢸは２人目なので「すみずみまでまわってき
　た」。の子供だった事もあり、２人ともҙ
　ຯは「めぐってきた（幸せ）」、またその८り合
　わせにँײできる人になれるよう願って໊付け
　ました。

おうちの人にฉいてみましたʂʂ

ိͪΌΜ　ڮ∁
たまきたかはし

（令和̐年̏月ੜ·Ε）

पࢸくΜ
しΎうじ

（令和６年６月ੜ·Ε）

お
は
な
し
の
く
に

ミ
ッ
キ
ー
ル
ー
ム

酒
直
幼
稚
園

☎
95
‐
４
３
３
３
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　/R5 ΤϦアデβインセンター、ઍ
葉県および成田国ࡍ空港ג式会社で
は、くみなさまから成田空港पล地
域の愛শをื集します。さまざまなア
イデアをおちしていますʂ
　応ืいただいた方の中からந選で
10 ໊様に成田空港にؔ連したܠを
プレθントʂ
　ৄしくはೋ次ݩコードからઍ葉県ホ
ームページをごཡください。

応ื方法　ウェϒαイトからのి子ਃ

˛ઍ葉県ホームページ
ೋ次ݩコード

ื集期限　５月 23 日㈮まで

問合せ　/R5 ΤϦアデβインセンター
　　　　（ઍ葉県総合企画部成田空港政策課）
　　　　☎ 043-223-4374

　̟アラートは、地やなどの緊
急時、すぐに対処しなくてはならない
事態が発生したࡍ、国が市町村の防災
行政ແ線をར用して、住民に直ら
せるシステムです。
　国では̟アラートが正常に動作して
いることの確認として達ࢼ験を実施
します。
ࡍ験当日は、防災行政ແ線から実ࢼ　
に์ૹが流れますのでおらせします。
日　５月ࢪ࣮ 28 日㈬
　　　　11 時頃
対象区Ҭ　栄町全域
์送内容　チャイムԻのあとに、「こ
　れは、̟アラートのテストです」を
　３回܁りฦして์ૹされます。
問合せ　くらし安全課災害対策班　
　　　　☎ 33-7710

　ドラムふれあい農園にて、年に４回
習会を行っߨഓ、の指導のもとࢣߨ
ています。
大౾の২え付けなどさまざまなイࠇ　
ベントを予定しておりますので、参加
をおちしております。

日程とओな内容
　○５月 15 日㈭　９時から 11 時まで
　　野ࡊなどの২え付け

　○７月 16 日㈬　９時から 11 時まで
大౾とおおまさりのබ২え付けࠇ　　

　○８月６日㈬　９時から 11 時まで
　　ϒルーベϦーะ場見学
　
　○ 10 月 22 ㈬　９時から 11 時まで
大౾などのऩ֭ࠇ　　

Ճ方法　経済環境課農政班、૭口まࢀ
　たはిにてਃ込み
Ճ費用　ແ料ࢀ
習会は小雨ఔ度であれば実施しまߨ※
　すが、ߥఱ時はԆ期します。Ԇ期の
　場合はਃ込者へ直ి連བྷします。
問合せ　経済環境課農政班
　　　　☎ 33-7713

　総務লでは、６月１日から 10 日ま
でを「ిར用環境保護पܒ発強化
期間」として、ిを正しくར用して
いただくためのप・ܒ発活動および
不๏ແ線局の取りకまりを強化してい
ます。

《電の３つのルール》
　ᶃແ線機ثを使用のࡇは「技適マー
　　ク」の確認を。
　ᶄ外国ن格のແ線機にはごҙくだ
　　さい。
　ᶅిのར用には、原ଇ、໔ڐが必
　　要です。
　ルールを守らない不๏なແ線局は、
テレビ・ラジΦ์ૹ、携ଳిなどの
身ۙなものから、ܯ・消防・ٹ急用
ແ線などの人໋にؔわる重要なແ線に
対してࠞ信・害を༩えるなど、ࢲた
ちの生活や安全をおびやかします。
　安全で豊かな社会を実現するため
に、ిはルールを守り、正しく使い
ましΐう。
問合せ　不๏ແ線局によるࠞ信・害
　　　　☎ 03-6238-1939
　　　　テレビ・ラジΦの受信障害
　　　　☎ 03-6238-1945
※総務লを໊り、「ిを２時間後
　に使用ఀ止にする」などの自動Ի
　によりϘタンૢ作を誘導する不৹ి
　が確認されています。総務লでは、
　ిをఀ止することにؔして、ݸ人
　にిをしたりすることは一切あり
　ません。くれぐれもごҙ下さい。

ాۭߓに͓͚ΔΤΞϙʔτγςΟ
の໊শʢѪশʣをืूʂ

　これから創業を考えている方、創業
間もない方を対にした全４回の創業
スクール。
日程とओな内容　
　ᶃ７月 12 日㈯
　　経営とビジネスϞデルなど
　ᶄ７月 19 日㈯
　　マーέティングなど
　ᶅ７月 26 日㈯
　　ビジネスήームによる資ۚ܁りと
　　資ۚ調達など
　ᶆ８月２日㈯
　　ビジネスプラン発表会など
会　場　ນுテクϊΨーデン会ٞ室　
　　　　（$# ౩３֊）
定　員　40 ໊
受講料　ແ料
ื集期間　５月 30 日㈮から
　　　　　６月 13 日㈮まで
ॏཁ事項　本αークルを修ྃした場合
　は、ొ໔ڐ税の軽減ાஔや各छ༥
　資の༏۰ાஔあり
　※栄町創業補助ۚのਃ要݅
問合せ　ઍ葉県信用保ূ協会
　　　　☎ 043-239-3281

　土地境ք問題、土地のొه分ච、建
新ஙొهなどの૬ஊ
日　時　５月 14 日㈬
　　　　９時から 12 時まで
会　場　ઍ葉地方๏務局成田出ு所
※事લ予約不要、૬ஊ料ແ料
問合せ　ઍ葉県土地家調査࢜会印Ꮮ支部
　　　　支部長　௩本健太郎
　　　　☎ 043-423-7441

4501　5)&　ෆ๏ి �

Ոௐࠪهొ࢜૬ஊ

ۀεΫʔϧʢ্期ʣの開࠵

̟ΞラʔτにΑΔશࠃҰ੪ใ
ୡݧࢼを࣮ࢪ

शձのҊ内ߨഓ
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;Ε͍͋ϓϥβさか͑

日ؗٳ月のࠓ　
　　

̐日 ～７日 ɺ
12 日 ɺ19 日 ɺ26 日 

　

日　時　５月 10 日㈯
　　　　９時 30 分から 11 時 30 分
会　場　安食台小学校　体育館
Ճ費　ແ料ࢀ
定　員　ઌ着 10 代からࡀ 50 代ࡀ 10 ໊
　　　　60 以上　20ࡀ ໊
内　容　Ϙッチャ・ϐックルϘール
ち　上ཤき、タΦル、ҿみなど࣋
申込み　５月８日㈭９時から 17 時　
　　　　までにిにて
問合せ　生涯学習課スϙーπ振興班　
　　　　☎ 95-1112

日　時　５月 11 日 
受　付　8 時 30 分から
会　場　安食小学校体育館
の方、栄町ۈࡏ・住ࡏ町内　֨ࢿՃࢀ
　のクラϒチームࡏ੶の方および栄町
　の小中学校出身者
Ճ費　ແ料ࢀ
合方法　男ঁผシングルスࢼ
　　　　　（Ϧーグ戦ʙトーナϝント）
కり　５月５日 
申込み　栄町球連ໍのϒログ参র
　　　　（IUUQ�//TBLBF-UUG�BJS-OJGUZ�DPN）
問合せ　栄町球連ໍ山本までϝール
　　　　    KFUDVU2000!OJGUZ�DPN にて

内　容　着付けの作๏をָしく学び、
　ひとりでΏかたを着られるようにな
　れます。
։࠵日　全日参加でなくても可
　6/29   ,7/13   ,27   ,8/17   ,
　31   ,9/7   ,28   ,10/5   ,12  
※数回の参加も可能です。
時　間　13 時 30 分から 15 時 30 分
会　場　ふれあいプラβさかえ
　　　　２֊和室ᶃ
対象者　小学校１年生から高校生
※子または子どものみの参加可
定　員　20 ໊（参加費ແ料）
ͦのଞ　Ώかたは主࠵者で४備
後　援　栄町教育委員会
申込み　栄町౷จ化和ྱ๏子
　　　　教室ঝの会　
　　　　佐保田☎ 95-3011

①消防ॺに行ͬてみΑう
日　時　６月６日㈮
　　　　10 時から 12 時まで
会　場　消防署
定　員　８組
②パン࡞りを体ݧしΑう
日　時　６月 26 日㈭
　　　　10 時から 12 時まで
会　場　ふれプラ調理実習室
定　員　６組（対年齢ɿ就学લの子
　　　　ども）
Ճ費　500ࢀ 円
　　　　ୗࣇあり（希制）

申込み　ᶃᶄともに栄町
　　　　公式 -*/& にて
　　　　５月１日㈭から⾣
※各回ともに定員に達し次第受付終ྃ

はͬͽ͌ϧʔム

日　時　５月 22 日㈭
受　付　８時から
։会式　８時 30 分から
９時から　࢝։ٕڝ
ด会式　11 時 30 分（予定）
Ӎఱ時　５月 23 日㈮
※ 23 日以降も雨の場合は中止
会　場　安食台第一ۙྡ公園
対　象　60 住者ࡏ以上　町内ࡀ
Ճ費　会員はෛ担なしࢀ
　　　　会員以外は 500 円
申込み　５月７日㈬まで
問合せ　栄町さざんかクラϒ連合会事
　　　　務局 ( 福ࢱ・子ども課社会福
☎班ࢱ　　　　 33-7707
 へ

日　時　５月 24 日㈯
　　　　14 時から 15 時 30 分
会　場　富里中ԝ公民館
　　　　（里市ࣣ栄 652-1）
テーマ　認ʙมわったことと、ม
　　　　わらないことʙ
講　ࢣ　成田ेࣈපӃ神経内Պ
ઌ生　ޗ川　জݹ　　　　
定　員　80 ໊
Ճ費　ແ料ࢀ
申込み　成田ेࣈපӃ社会課
問合せ　☎ 22-2311
　　　　（内線 7508）

ܰεϙʔπࣨڭ

ӫொٿେձ

ӫொ౷จԽྱ๏ࣨڭࢠ
～จԽிҕୗۀࣄ～

ୈ 3� ճӫொさ͟Μ͔Ϋラϒ
;れѪάラϯドɾΰϧϑେձ

ాेࣈපӃ�ެ開݈࠲ߨ߁
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ʮち～バϦϡ～Χーυʯをもらおう！
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※事݅・事故の発生やؾ݅などによりม更にな
　る場合がございます。
。署の地域課へお問い合わせくださいܯは、各ࡉৄ※

˓外出サϙート事業
　高齢者や障がいのある方で外出する
ことがࠔ難な方の外出を支援していた
だけるӡ転Ϙランティアをื集します。

活動内容：ར用者の自からපӃなど
　へのૹܴをしていただきます。

応ื݅：年齢 70 までࡀ
　普通ӡ転໔ূڐをお持ちの方。
※福ࢱ有ঈӡૹӡ転者ߨ習会を受ߨし
　ていただきます。（受ߨ料は社会福
（協ٞ会でෛ担しますࢱ　

৯サーϏス事業څ˓
　ಠډ高齢者などで見守りが必要な方
へ民生委員が๚問するࡍにすおห当
を४備していただけるϘランティアを
ื集します。

活動内容：おห当のା、٧分け作業
　をしていただきます。

応ื݅：年齢 70 までࡀ
　普通ӡ転໔ূڐをお持ちの方。
協ٞ会までお問いࢱは、社会福ࡉৄ※
　合わせください。

;れ͍͋ϓラβさ͔え

13 日㈫・29 日㈭ ９時 30 分から 11 時まで

１日㈭ 13 時 30 分から 15 時まで

さ͔な͓ίϛϡχςΟηϯλʔ

９日㈮・20 日㈫ 13 時 30 分から 15 時まで

૯のΉらʢೖલʣ

22 日㈭ ９時 30 分から 11 時まで

８日㈭・30 日㈮ 13 時 30 分から 15 時まで

+"ҹᏞ౦෦ࢧళ

16 日㈮・29 日㈭ 10 時から 11 時 30 分まで

　健康食には、ҿ料や՛子ྨのように一ൠにҿ食され
る食と同じ形態のものから、ৣࡎやカプセルなど医ༀ
にࣅた形態のものまでありますが、これらはすべて食
にҐஔ付けられます。
　健康食のうち国が機能などの表ࣔを認めているもの
を˻保健機能食˼といい、国が定めた安全性や機能性
にؔする基४にैって「おなかの調子を整える」「食後
の݂値の上昇をえる」などといった機能を表ࣔして
ൢചすることができます。˻保健機能食˼には「ಛ定
保健用食（通শトクホ）」「栄ཆ機能食」「機能性表
ࣔ食」の３छྨがあります。しかし、医ༀのような
効能・効果をうたうことはېじられています。
　一方、αプϦϝント、栄ཆ補助食、健康補助食、
自વ食などとݺばれる˻保健機能食˼以外の「その
ଞの健康食」は機能などを表ࣔしてൢചすることがで
きません。

˒ओなة事例
ᶃネット通ൢでߪ入したḭ身αプϦϝントをҿんだらෲ
　௧がىきた。
ᶄ 4/4 ᤨ、で見て߬ૉ食をങってҿんだところࠂ
　ຑが出た。
ᶅ豊ڳαプϦϝントをҿんだら生理が止まり、ҿむのを
　やめたら体調がった。
ᶆテレビ通ൢでങったもろみਣをҿんだら、下ཀྵ・ᅅు
　した。

˒健康৯をઁ取する時の注意
・医ༀのような効果を期してར用しないでください。
・体調に異มをײじたらすぐにઁ取をやめ、医療機ؔに
　૬ஊしましΐう。

健康৯で健康ඃ � 

よせられた善意よせられた善意
町へ
˓ふるさと応援寄附金（３月受付分）
　ಗ໊（26 ݅）       　　　820,000 円
　佐　幹༸　　　　　　56,000 円
業൛ふるさと応援寄付金（３月受付分）ا˓
　Ϣナイテッド工業　　500,000 円
　Ϧロンג式会社　　　　100,000 円
　ඇ公表（1 社）　　　100,000 円
ࣾ会ڠࢱ議会へ（３月受付分）
˓一般寄附金ɹ
ɹ布太大ࢣ様　　　　　　　8,300 円
ɹۙ౻দ弘　　　　　　　　333 円
　ಗ໊（４໊）　　　　　　10,400 円

（শ略ܟ）

૬ஊ日࣌
1� 日 ・20 日 ・27 日 

（9 ࣌ �0 ～ 12 ࣌ �1� ～࣌ 15 ࣌ �0 ）

˔栄町ফඅੜ׆૬ஊһかΒのϫϯϙΠϯτΞυόΠε

ϘラϯςΟΞをืू
して͍ま͢
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.BZ.BZ
20252025 ̑月̑月

１ 木
はみがきレッスンʲP�22ʳ
すこやかタイムʲP�23ʳ
ドラムの里ٳ館日

２ ۚ

３ 土
ʲݑ๏ه೦日ʳ
ドラムの里(8イベント̡ P�18（r５日 まで）

４ 日
ʲみどりの日ʳ
ふれプラٳ館日（７日㈬まで）

５ 月 ʲこどもの日ʳ

６ Ր
ʲ振ସٳ日ʳ

７ 水
ホップステップさくらん΅ʲP�23ʳ
ドラムの里ٳ館日

８ 木

９ ۚ プチさくらん΅ʲP�23ʳ

10 土
軽スϙーπ教室ʲP�25ʳ
土༵開ி日

11 日
栄町球大会ʲP�25ʳ
下総栄太ޑ 35 प年ه೦ߨԋ

12 月
ふれプラ・ドラムの里ٳ館日

13 Ր

14 水

15 木 はみがき教室ʲP�22ʳ

16 ۚ ೕ食教室ʲP�22ʳ

17 土
マタニティクラスʲP�22ʳ

18 日

19 月 ふれプラ・ドラムの里ٳ館日

20 Ր
ミッキールームʲP�23ʳ

21 水

22 木

23 ۚ アップ R จݿʲP�23ʳ

24 土
おはなしのくにʲP�23ʳ
土༵開ி日

25 日

26 月
ふれプラ・ドラムの里ٳ館日

27 Ր

28 水
わくわくタイムʲP�23ʳ

29 木
健康診査ʲP�22ʳࣇ６カ月ࡀ１
健康診査ʲP�22ʳࣇࡀ３

30 ۚ

31 土

栄町࿕ಡไ会のご協力により、
目の不自由な方にԻの「報さ
かえ」をおಧけしています。
社会福ࢱ協ٞ会☎ 95-1100

のใ
（$D）

˔֤छ૬ஊ

৽खଓ͖ߋ月の納ཁ介護ೝ定ࠓ

　要介護認定の有効期限が
６月末日の方は、５月１日
㈭からਃができます。
　れずに更新ਃをして
ください。
健康介護課　☎ 33-7709

固定資産税・都市計画税
・・・・・・・・・・１期
軽自動車税（छผׂ）全期    
　　　
　　　納期限　６月２日 

　ຖ月第２・第４土༵日に各
छূ明ॻを交付しています。

（ॕ日・年末年始をআく。）
８時 30 分ʙ 17 時 15 分

　　税務課　☎ 33-7703
　　住民課　☎ 33-7704

༵։ி ਓޱͱੈଳ

人口 19,511 人 （-65）
男 9,630 人 （-30）
ঁ 9,881 人 （-35）

世ଳ数 9,351 世ଳ （̌）

４月１日現ࡏ（લ月ൺ）

૬ஊ໊ 日　࣌ ձ　 ߹ͤ

人ݖ・行政૬ஊ
12 日 
13 時 30 分から 16 時まで

終受付࠷） 15 時）

役場１֊
第１会ٞ室

くらし安全課
☎ 33-7710

心の૬ஊ
（事લ予約）

ຖिՐ༵日※６日㈫ٳみ
10 時 15 分から 12 時まで
※ 45 分で２受付

ふれあいプラβ
さかえ２֊
学習情報室 いんば障害者

૬ஊセンター
☎ 99-2501デイέアクラϒ

「΄っとするʙ」
（事લ予約）

２日㈮・16 日㈮
ふれあいプラβ
さかえ２֊
学習情報室

消費生活૬ஊ
13 日㈫・20 日㈫・27 日㈫
９時 30 分から 12 時まで /13 時
から 15 時 30 分まで（࠷終受付）

受付
役場４֊
経済環境課

経済環境課
☎ 33-7713

教育૬ஊ
ຖिՐ・༵ۚ日
※２日㈮・６日㈫ٳみ
10 時から 15 時まで

ふれあいプラβ
さかえ２֊
Ώうがく館

教育支援センター
☎ 80-1520

司๏ॻ࢜૬ஊ
（事લ予約）

14 日㈬
18 時から 19 時 30 分まで

ふれあいプラβ
さかえ２֊
和室ᶃ

社会福ࢱ協ٞ会
☎ 95-1100

ふれあい૬ஊ
（心配ごと૬ஊ）

21 日㈬
13 時から 16 時まで

役場２֊
社会福ࢱ協ٞ会

๏૬ஊ
（事લ予約）

22 日㈭
13 時 30 分から 16 時まで

役場２֊
社会福ࢱ協ٞ会

認カフェ
Φレンジαロン

16 日㈮　
10 時 30 分から 12 時まで
※どなたでも参加いただけます

ふれあいプラβ
さかえ１֊
ロビー

健康介護課
☎ 33-7709

生活ځࠔ出ு૬ஊ
９日㈮・23 日㈮
９時 30 分から 16 時まで

役場１֊
第１会ٞ室

さかえ・しすいワークラ
イフ・αϙートセンター

☎ 043-308-6332

不動産૬ஊ
20 日㈫
10 時から 12 時まで
( 終受付࠷ 11 時 30 分）

役場１֊
第１会ٞ室

企画財政課
☎ 33-7773

交通事故૬ஊ
（事લにお問合せく

ださい）

土༵・日༵・ॕ日および年末年
始をআく　９時から 12 時まで
13 時から 16 時 30 分まで

ઍ葉県ி
本ிࣷ２֊

ઍ葉県交通事故૬ஊ所

☎ 043-223-2264

　ۙྡのओなٸٹපӃ
北総栄පӃ☎ 95-6811・成田ेࣈපӃ☎ 22-2311・成田පӃ☎ 22-1500
日本医Պ大学ઍ葉北総පӃ☎ 99-1111・成田富里ಙऱ会පӃ☎ 93-1001
印西総合පӃ☎ 33-3000・国ࡍ医療福ࢱ大学成田පӃ☎ 35-5600
※診療時間・診療Պ目は、直පӃにお問い合わせください。

はྍऴྃのؒ࣌ɾؒྍ　ʢड付ٸٹ日のٳ˔ �� લまでʣ

　印旛市郡খࣇॳ期ٸප療所ὸ 043-485-3355（佐市健康管理センター内）

　ాٸප療所ὸ 27-1116（成田市保健福ࢱ館ෑ地内）
ྍՊ 　ྍ　日 ྍؒ࣌

小ࣇՊ・内Պ

ຖ日 19 時ʙ 23 時

日༵日・ॕ日
８月 13 日ʙ 15 日、
12 月 29 日ʙཌ年１月３日

10 時ʙ 17 時

外　Պ
日༵日・ॕ日
８月 13 日ʙ 15 日、
12 月 29 日ʙཌ年１月３日

10 時ʙ 17 時

歯　Պ
ॕ日（日༵日はআく）・振ସٳ日
８月 13 日ʙ 15 日、
12 月 29 日ʙཌ年１月３日

10 時ʙ 17 時

ྍՊ 　ྍ　日 ྍؒ࣌

小ࣇՊ
（15 （以下ࡀ

月༵日ʙ土༵日 19 時ʙ 23 時

日༵日・ॕ日
12 月 29 日ʙཌ年１月３日

９時ʙ 17 時
19 時ʙ 23 時

●千葉県ٸٹ安৺ి૬ஊ
　　間ຖ日　18 時ʙཌே８時　☎ˌ 7119（携ଳి・プッシュ回線）
　03-6810-1636（μイϠル回線）
●͜どిٸٹ૬ஊ
　　間ຖ日　19 時ʙཌே８時　☎ˌ 8000（携ଳి・プッシュ回線）
　043-242-9939（μイϠル回線）
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橋
本
町
長
の
行
政
報
告

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正

に
つ
い
て

　

ࡢ
年
３
月
、
千
葉
県
内
54
市

町
村
合
意
の
下
、
保
険
税
水
४

の
౷
一
に
向
け
た
「
第
２
期
千

葉
県
国
民
健
康
保
険
運
Ӧ
方


」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
市
町
村
は
県
が

算
定
す
る
ඪ
४
保
険
税

を
参

ߟ
に
、
適
正
な
保
険
税

を
設

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
町
で
は
、
将
来
的

な
「
保
険
税
水
४
の
౷
一
」
を

見
ਾ
え
、
県
が
算
定
す
る
ඪ
४

保
険
税

に
近
づ
け
る
よ
う
、

町
保
険
税

の
改
正
を
行
う
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
件
は
、
議
案
と
し

て
ఏ
出
し
て
い
る
の
で
、
ご
審

議
を
お
願
い
し
ま
す
。

栄
町
こ
ど
も
ま
ん
な
か
宣
言
に

つ
い
て

　

町
で
は
、
こ
ど
も
や
ए
者
の

ࢹ
点
に
立
ち
、
こ
ど
も
に
と
っ

て
最
ળ
の
利
ӹ
を
第
一
に
ߟ

え
、
全
て
の
こ
ど
も
が
権
利
を

保
障
さ
れ
な
が
ら

せ
に

ら

し
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、
地
域
社
会
全
体
で
こ
ど
も

を
守
り
育
て
る
「
こ
ど
も
ま
ん

な
か
社
会
」
の
実
現
を
目
指

し
、
本
日
、
ޕ
後
１
時
よ
り
役

場
ி
ࣷ
３
階
ி
議
室
に
お
い

て
「
栄
町
こ
ど
も
ま
ん
な
か
એ

ݴ
」
ࣜ
を
行
い
ま
す
。

　

એ
ݴ
ࣜ
に
は
、
各
小
中
学
校

か
ら
児
童
生
徒
ٴ
び
保
護
者
、

福
祉
や
教
育
関
係
団
体
な
ど
の

各
代
ද
者
の
皆
さ
ん
に
も
ご
出

੮
い
た
だ
き
ま
す
。　

成
田
空
港
に
関
す
る
四
者
協
議

会
に
お
け
る
「
エ
ア
ポ
ー
ト
シ

テ
ィ
実
現
の
た
め
の
推
進
主
体

の
設
立
」
に
つ
い
て

　

去
る
１
月
24
日
の
࢛
者
協
議

会
に
お
い
て
、
推
進
主
体
と
し

て
「
仮
শ
ナ
リ
タ
エ
ア
ポ
ー
ト

シ
テ
ィ
σ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」

の
設
立
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
と
し
ま
し
て
も
、
エ
ア
ポ

ー
ト
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
同
セ

ン
タ
ー
と
の
連
ܞ
を
密
に
し
、

空
ߓ
प
ล
に
転
入
さ
れ
る
方
々

か
ら
も
બ
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
台
湾
小
学

校
と
の
学
校
交
流
に
つ
い
て

　

安
食
台
小
学
校
が
、
今
年
の

ळ
に
来
日
予
定
の
台

高
༤
市

立
新
ڵ
国
民
小
学
校
、
新
ߕ
国

民
小
学
校
、
三
䆲
国
民
小
学
校

の
３
校
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
学
校
交
ྲྀ
を
行
い
ま
し
た
。

　

互
い
の
理
ղ
を
ਂ
め
、
よ
り

ॆ
実
し
た
学
校
交
ྲྀ
と
な
る
よ

う
、
５
月
頃
に
も
再
度
行
う
計

画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

栄
中
学
校
卓
球
部
女
子
団
体
全

国
選
抜
・
関
東
選
抜
大
会
出
場

に
つ
い
て

　

栄
中
学
校

球
部
ঁ
子
団
体

が
、
12
月
に
行
わ
れ
た
千
葉
県

中
学
校
新
人

球
大
会
で
༏
勝

し
、
第
26
回
全
国
中
学
બ
ൈ


球
大
会
、
第
31
回
関
౦
中
学
校

બ
ൈ

球
大
会
へ
の
出
場
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

去
る
２
月
21
日
に
は
、
役
場

ி
議
室
に
お
い
て
、
大
会
に
出

場
す
る
બ
手
の
皆
さ
ん
に
向
け

た
ܹ
ྭ
会
を
։
催
し
ま
し
た
。

本
大
会
で
の
活
༂
に
期

を
し

て
お
り
ま
す
。

※
こ
の
行
政
報
告
は
、
定
ྫ
会

　

初
日(

３
月
４
日)

に
行
わ

　

れ
た
も
の
で
、
現
時
点
の
状

　

گ
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

議
案
第
１
号
か
ら
議
案
第
６
号

全
員
賛
成

　

栄
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

　

現
委
員
の

期
満
了
に


い
、
同
委
員
を
再

す

く
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　
　
　

ே
倉　

友
子　
　

氏

長
୩
川　

و
子　

氏

増
田　

ᒇ　
　
　

氏

長
　

ޫ
男　
　

氏


村　

ే
士
　

氏

ླ
　

ݑ
　࢘
　

氏

議
案
第
７
号
か
ら
議
案
第
８
号

全
員
賛
成

　

栄
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

　

現
委
員
の

期
満
了
に


い
、
そ
の
後

委
員
を
બ

す


く
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る

も
の
で
す
。

藤
　

ݡ
治　

氏

川
　

重
　ࠀ

氏

議
案
第
９
号　
　
　

全
員
賛
成

　

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

ܐ
法
の
改
正
に
よ
り
、「


役
」
ٴ
び
「
ې
᭛
」
が
ഇ
止
さ

れ
、「
߆
ې
ܐ
」
に
౷
一
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、「

役
」ຢ
は「
ې

᭛
」
を
引
用
し
て
い
る
関
係


ྫ
の
ن
定
を
、
こ
れ
と
同
様
に

「
߆
ې
ܐ
」
に
改
正
す
る
も
の

で
す
。

議
案
第
10
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
行
政
組
織
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

成
田
空
ߓ
の
機
能
ڧ
化
、
更

に
は
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実

現
は
栄
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
と

っ
て
も
ۃ
め
て
重
要
な
プ
ϩ
ジ

ỻ
ク
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ி

内
の
組
৫
体
制
の
ڧ
化
を
図
る

た
め
、
総
務
政
策
課
戦
ུ
推
進

室
を
町
長
直

の
組
৫
と
す
る

改
正
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の

他
ن
定
の
整
備
を
行
う
も
の
で

す
。

議
案
第
11
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
ࣝ
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法

の
改

正
に

い
、

ྫ
中
で
引
用
す

令
和
７
年
度

ॳ
予
ࢉ
ỏ

業
ҕ
һ
ձ
ҕ
һ
の


命
な
ど
を
ؚ
Ί
��
ٞ
案
Մ
ܾ

　

令
和
７
年
第
１
回
定
ྫ
会
（
３
月
議
会
）
が
、
３
月
４
日
か

ら
14
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
։
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
ྫ
会
に
は
、
農
業
委
員
会
委
員
の

命
に
つ
い
て
の
人

事
案
件
を
は
じ
め
、
新
ن

ྫ
、

ྫ
の
一
部
改
正
、
５
会
計

の
補
正
予
算
、
令
和
７
年
度
の
当
初
予
算
、
発
議
案
な
ど
合
わ

せ
て
、
29
件
の
議
案
が
ఏ
出
さ
れ
、
全
議
案
と
も
ݪ
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
ྫ
会
に
お
け
る
一
般
࣭
問
は
９
名
、

ௌ
者
は

延

37
名
で
し
た
。

議

案

審

議
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令
和
６
年
度
栄
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）

 

歳

入

歳

出

そ

れ

ぞ

れ

５
２
７
万
３
千
円
を
減

額
し
、
総
額
を
27
ԯ
７
，

４
０
８
万
４
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。
減
額
の
主
な
も
の
は
、

歳
入
で
は
、
県
支
出
金
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。
歳
出
で
は
、

生
活
習
׳
病
・
重
症
化
予
防
事

業
、
特
定
健
康
診
査
事
業
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
19
号　
　
　

全
員
賛
成

令
和
６
年
度
栄
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

 

歳

入

歳

出

そ

れ

ぞ

れ

２
，
０
７
２
万
４
千
円
を

増
額
し
、
総
額
を
３
ԯ
７
，

９
８
１
万
６
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。
増
額
の
理
由
は
、
歳
入

で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
に
よ
る
も
の
で
す
。
歳
出
で

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

納
付
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
20
号　
　
　

全
員
賛
成

令
和
６
年
度
栄
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

 

歳

入

歳

出

そ

れ

ぞ

れ

１
５
１
万
４
千
円
を
増

額
し
、
総
額
を
18
ԯ
９
，

７
０
３
万
８
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。
増
額
の
主
な
も
の
は
、

歳
入
で
は
、
基
金
܁
入
金
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。
歳
出
で

は
、
介
護
保
険
給
付
事
業
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
21
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
６
年
度
栄
町
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

  

第
４

予
算
の
資
本
的

収
入
の
予
定
額
を
２
ԯ
６
，

５
９
５
万
５
千
円
に
、
資
本

的
支
出
の
予
定
額
を
３
ԯ
７
，

７
１
２
万
１
千
円
に
補
正
す
る

と
と
も
に
、
第
５

に
定
め
た

ى
債
の
限
度
額
を
補
正
す
る
も

の
で
す
。

　

補
正
の
主
な
も
の
は
、
資
本

的
収
入
で
は
、
公
ڞ
下
水
ಓ
事

業
債
、
資
本
的
支
出
で
は
、
公

ڞ
下
水
ಓ
施
設
֦
張
費
な
ど
の

減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
22
号
～
第
26
号

　

令
和
７
年
度
各
会
計
予
算
審

査
　

令
和
７
年
度
各
会
計
予
算
の

審
査
を
行
う
た
め
、
議
長
を
除

く
全
議
員
13
名
に
よ
る
予
算
審

査
特
別
委
員
会
を
設
置
の
う

え
、
２
日
間
に
わ
た
り
各
常


委
員
会
の
所
管
事
項
別
に
、
࣭

疑
を
行
い
、
࠾
決
し
た
結
果
、

５
会
計
予
算
と
も
特
別
委
員
会

に
お
い
て
可
決
と
さ
れ
、
本
会

議
に
お
い
て
も
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

議
案
第
22
号　
　
　

賛
成
多
数

　

令
和
７
年
度
栄
町
一
般
会
計

予
算

　

令
和
７
年
度
当
初
予
算
を

ௐ

し
、
予
算
ن

、
総
額

85
ԯ
２
，
１
０
０
万
円
で
、
前

年
度
ൺ
11
⁒
４
ˋ
の
増
。

議
案
第
23
号　
　
　

賛
成
多
数

　

令
和
７
年
度
栄
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

　

予
算
ن

、
総
額
28
ԯ
９
，

０
９
９
万
６
千
円
で
、
前
年
度

る
同
法
の
ن
定
の

項
名
に
つ

い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

議
案
第
12
号　
　
　

賛
成
多
数

　

栄
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
か
ら
の
意
見
の
申
出

を
受
け
た
国
家
公
務
員
に
係
る

対
応
を
౿
ま
え
、
仕
事
と
生
活

の
྆
立
を
一

༰
қ
に
す
る
た

め
、
時
間
外
勤
務
の
免
除
の
対

象
と
な
る
子
の
範
囲
を
֦
大
す

る
と
と
も
に
、
仕
事
と

護
の

྆
立
し
や
す
い
勤
務
環
境
を
整

備
す
る
な
ど
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

議
案
第
13
号　
　
　

賛
成
多
数

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
栄
町
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

千
葉
県
人
事
委
員
会
ק
告
を

౿
ま
え
、
当
町
の
一
般
৬
の
৬

員
の
給
料
ද
な
ど
の
改
正
を
行

う
と
と
も
に
、
人
事
院
ن
ଇ
の

改
正
を
౿
ま
え
た
災
害
出
動
手

当
の
見
直
し
、
消
防
活
動
等
に


う
手
当
の
新
設
な
ど
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
14
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ

り
、
新
た
に
公
ӹ
信
ୗ
制
度
が


設
さ
れ
た
こ
と
に

い
、
公

ӹ
信
ୗ
の
信
ୗ
財
産
と
す
る
た

め
に
支
出
さ
れ
た
د
ෟ
金
を
、

個
人
町
民
税
の
د
ෟ
金
税
額
߇

除
の
対
象
と
す
る
な
ど
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
15
号　
　
　

賛
成
多
数

　

栄
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
７
年
度
か
ら
９
年
度
ま

で
の
３
年
間
で
、
栄
町
の
保
険

税

を
千
葉
県
が
算
定
す
る
ඪ

४
保
険
税

に
段
階
的
に
近
づ

け
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
令
和

７
年
度
の
保
険
税

に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

議
案
第
16
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

　

犯
ࡑ
被
害
者
等
の
支
援
を
総

合
的
に
推
進
し
、
犯
ࡑ
被
害
者

等
が
受
け
た
被
害
の
早
期
回
෮

ٴ
び
軽
減
を
図
り
、
町
民
等
が

安
心
し
て

ら
す
こ
と
の
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
に
د
༩
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
犯
ࡑ

被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
基

本
理
೦
そ
の
他
の
必
要
事
項
を

定
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
17
号　
　
　

賛
成
多
数

　

令
和
６
年
度
栄
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
11
号
）

 

歳

入

歳

出

そ

れ

ぞ

れ

１
ԯ
４
３
１
万
９
千
円
を

減
額
し
、
総
額
を
89
ԯ
１
，

７
５
４
万
５
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。
減
額
の
主
な
も
の
は
、

歳
入
で
は
、
町
債
、
諸
収
入
、

国
庫
支
出
金
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。
歳
出
で
は
、
前
新
田
地

区
町
ಓ
新
設
事
業
、
新
型
コ
ϩ

ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
事
業
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
18
号　
　
　

全
員
賛
成

ൺ
11
⁒
０
ˋ
の
増
。

議
案
第
24
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
７
年
度
栄
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

予
算
ن

、
総
額
３
ԯ
７
，

３
１
２
万
５
千
円
で
、
前
年
度

ൺ
３
⁒
４
ˋ
の
増
。

議
案
第
25
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
７
年
度
栄
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

　

予
算
ن

、
総
額
18
ԯ
５
，

０
３
４
万
８
千
円
で
、
前
年
度

ൺ
３
⁒
６
ˋ
の
増
。

議
案
第
26
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
７
年
度
栄
町
下
水
道
事

業
会
計
予
算

　

令
和
７
年
度
栄
町
下
水
ಓ
事

業
会
計
予
算
を
ௐ

し
、
予
算

ن

、
収
ӹ
的
収
入
６
ԯ
２
，

２
４
０
万
７
千
円
、
収
ӹ
的

支
出
５
ԯ
９
，
５
４
８
万

円
、
資
本
的
収
入
４
Ա
８
，

５
６
０
万
７
千
円
、
資
本
的
支

出
６
ԯ
２
５
１
万
５
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

発
議
案
第
１
号　
　

賛
成
多
数

　

栄
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
ٴ
び
千
葉
県
人
事
委

員
会
の
ק
告
を
受
け
引
上
͛
を

行
っ
た
特
別
৬
の
期
末
手
当
の

年
間
支
給
月
数
に
४
じ
て
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

発
議
案
第
２
号　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
ࣝ
別
す
る
た
め
の
番
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「

票
用
ࢴ
記
入
補
助
具
」
に

つ
い
て
だ
が
、
千
葉
県
બ
ڍ
管

理
委
員
会
か
ら
も
、
障
が
い
の

あ
る
方
に
配
ྀ
し
た
બ
ڍ
事
務

の
事
ྫ

介
の
通
知
が
来
て
お

り
、
実
際
に
導
入
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
こ
と
は
確
認
し
て

い
る
。

　

特
に
「

票
支
援
カ
ー
ド
」

は
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
ཉ
し
い

こ
と
を
分
か
り
や
す
く

え
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
手
段
と

し
て
有
ޮ
と
い
う
ධ
価
も
受
け

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。


票
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、

障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
者
を

ؚ
め
て
、
୭
も
が
安
心
し
て


票
で
き
、
か
つ
公
正
公
明
な
બ

ڍ
を
ࣥ
行
す
る
こ
と
が
何
よ
り

も
重
要
で
あ
る
。
障
が
い
の
種

類
や
内
༰
も
様
々
で
あ
り
、
一

人
ひ
と
り
が
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
も
異
な
る
と
ࢥ
う
の
で
、

બ
ڍ
管
理
委
員
会
で
ઌ
進
事
ྫ

を
ݚ
ڀ
し
導
入
し
て
い
き
た
い

と
ߟ
え
て
い
る
。

髙
萩　

初
枝

問　

町
で
収
蔵
し
て
い
る
文
化

財
の
状
況
及
び
分
散
収
蔵
を
集

約
し
活
用
す
る
考
え
は
な
い

か
。
今
後
行
程
表
は
。
子
ど
も

達
が
「
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思

う
」
と
は
、
ど
う
判
断
し
そ
の

割
合
は
。

答　

ຒ
ଂ
文
化
財
の
出

ߟ
ݹ

資
料
や
、
ྺ
࢙
的
公
文
書
、
ݹ

文
書
等
を
分
ࢄ
管
理
し
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

　

資
料
を
集
約
し
て
保
管
し
て

い
く
こ
と
は
、
管
理
や
活
用
等

を
ߟ
え
て
も
ޮ

的
で
利
便
性

の
あ
る
方
法
と
ߟ
え
る
が
、
今

す
͙
に
で
き
る
状
態
で
は
な
い

の
で
、
さ
ら
な
る
分
ੳ
ௐ
査
が

ऴ
了
次
第
、
計
画
的
に
ల
ࣔ
な

ど
の
活
用
を
進
め
て
行
き
、
計

画
的
な
管
理
や
活
用
に
関
し
た

具
体
的
な

程
ද
を
令
和
７
年

度
中
に
整
え
た
い
と
ߟ
え
て
い

る
。

　

次
に
、
ތ
り
に
ࢥ
う
こ
と
の

判
断
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
主

؍
的
な
内
໘
を
ࣔ
す
こ
と
か

ら
、
教
育
委
員
会
と
し
て
判
断

基
४
を
ࣔ
す
こ
と
は
߇
え
た

い
。

　

ま
た
、「
ふ
る
さ
と
栄
を
ތ

り
に
ࢥ
う
子
ど
も
の
割
合
」
に

つ
い
て
だ
が
、
今
後
、
ど
の
よ

う
に
ௐ
査
す
る
こ
と
が
適
切
か

等
を
ؚ
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
ௐ
査

等
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
検
౼
し
て
い
き
た
い
。

新
井　

茂
美

問　

町
長
就
任
後
３
年
間
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組

み
は
、
町
全
体
で
の
防
災
訓
練

実
施
、
ආ
難
所
प
ล
に
ఀ
電

時
で
も
点
౮
す
る
防
犯
౮
を

１
０
０
基
設
置
、
子
育
て
関
連

の

み
事
に
つ
い
て
出
張
相
談

や
オ
ン
ラ
イ
ン
受
付
、
大
学
生

等
へ
の
通
学
定
期
代
補
助
、
安

食
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

を
ي
ಓ
に
乗
せ
た
。

　

ま
た
、
安
食
駅
と
日
医
大
病

院
を
結
Ϳ
バ
ス
路
線
に
つ
い

て
、
７
月
よ
り
実
証
実
験
と
し

て
運
行
、
救
ٸ
車
へ
の
自
動
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
配
備
、
町
内

全
域
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
配
置
、
町
民

の
健
康
や
介
護
に
関
す
る
相
談

窓
口
を
ڧ
化
す
る
と
と
も
に
、

介
護
保
険
料
の
引
き
下
͛
、
̨

Ａ
̠
Ａ
Ｅ
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ỻ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
෮
活
、
安
食
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
֦
張
、
小

中
学
校
全
校
へ
の
Ａ
Ｌ
̩
配

置
、
ド
ラ
ム
自
વ
ָ
校
の
֦

ॆ
、
更
に
は
、「
こ
ど
も
ま
ん

な
か
એ
ݴ
」
に
も
あ
っ
た
よ
う

に
、
町
の
未
来
を
支
え
る
こ
ど

も
た
ち
を
地
域
全
体
で
育
て
て

い
く
と
い
う
ࢹ
点
を
持
っ
て
、

今
後
の
子
育
て
や
教
育
に
関
す

る
事
業
全
て
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
そ
の
他
、
行
政
手
続
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
、
キ
Ỿ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
を
進
め
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

利
便
性
向
上
、
中
学
生

ٖ
議

会
や
給
食
࠙
談
会
、
子
育
て
マ

マ
と
の
࠙
談
や
ए
者
と
の
意
見

交

会
な
ど
、
意
見
を
頂
ଷ
す

る
場
໘
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

　

ま
た
、
各
学
校
の
体
育
ؗ
へ

の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
や
ト
イ
レ

の
改
म
に
つ
い
て
も
、
中
学
校

は
令
和
７
年
度
中
各
小
学
校
に

つ
い
て
も
順
次
整
備
す
る
計
画

と
し
、
災
害
時
に
お
け
る
町
民

の
防
災
対
策
を
ڧ
化
し
て
い

く
。

町
民
が
安
心
安
全
で
暮
ら
せ

る
町
に
つ
い
て

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

の

一
部
改
正
、
ฒ
び
に
ܐ
法
の
一

部
改
正
に

い
、
本

ྫ
中
の

関
係
す
る
Օ
所
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

発
議
案
第
３
号 　

 

全
員
賛
成

　

栄
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

栄
町
行
政
組
৫

ྫ
の
一
部

を
改
正
す
る

ྫ
が
可
決
さ
れ

た
こ
と
に

い
、
本

ྫ
中
の

関
係
す
る
Օ
所
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

野
平　

薫

問　

昭
和
52
年
以
降
、
町
の
都

市
計
画	

土
地
利
用


は
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
か
。
市

街
化
区
域
の
用
途
及
び
面
積
、

農
振
農
用
地
で
保
全
管
理
の
さ

れ
て
い
な
い
土
地
に
つ
い
て

は
、
地
権
者
が
耕
作
し
な
い
限

り
将
来
も
現
状
の
ま
ま
か
。

答　

栄
町
の
都
市
計
画
に
つ
い

て
は
、
昭
和
52
年
に
栄
町
全

体
３
，
２
５
１
̷
ａ
の
う
ち

１
６
７
̷
ａ
が
市
֗
化
区
域
、

そ
の
他
を
市
֗
化
ௐ
整
区
域
と

し
て
決
定
さ
れ
た
。
以
後
市
֗

化
区
域
の
໘
ੵ
は
、
昭
和
60
年

に
約
１
７
５
̷
ａ
を
、
さ
ら
に

平
成
13
年
に
は
約
１
̷
ａ
を


加
ฤ
入
し
、
現
在
の
３
４
３
̷

ａ
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
֗
化
区
域
の
用
్

地
域
は
当
初
指
定
か
ら
、
合
理

的

地
利
用
を
図
る
た
め
、
計

５
回
の
変
更
を
行
な
い
現
在
の

用
్
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
遊
休
農
地
に
つ
い
て

は
、
将
来
の
地
域
農
業
の
あ
り

方
を
地
域
ご
と
に
ま
と
め
る
、

「
地
域
計
画
」
と
「
目
ඪ
地
図
」

を
策
定
す
る
中
で
、
将
来
の
担

い
手
が
出
て
く
る
こ
と
を
期


し
た
が
、
水
田
は
集
ੵ
が
進
み

や
す
い
一
方
、
ാ
は
小
ن

農

地
と
し
て
点
在
が
ଟ
い
こ
と
か

ら
、
ղ
消
に
ܨ
が
る
担
い
手
は

現
れ
て
い
な
い
。
今
後
も
、
高

齢
化
等
に
よ
り
、
自
ら
ߞ
作
す

る
こ
と
が
難
し
い
農
業
者
も
増

加
し
、
遊
休
農
地
の
更
な
る
֦

大
が
ݒ
೦
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

ए
手
認
定
農
業
者
に
対
し
、
農

地
中
間
管
理
機
ߏ
が
行
う
「
遊

休
農
地
ղ
消
ۓ
ٸ
対
策
事
業
補

助
金
制
度
」
等
を

介
す
る

他
、
新
ن
就
農
者
の
発
۷
・
育

成
に

め
、
遊
休
農
地
の
ղ
消

に
ܨ
͛
て
い
き
た
い
。

　

早
川　

久
美
子

問　

障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢

者
の
方
が
投
票
所
で
円
滑
に
サ

ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
投
票
支
援
カ
ー
ド
や
投
票

用
紙
記
入
補
助
具
を
導
入
す
る

自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
。

全
て
の
有
権
者
が
投
票
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
事
は
大
事
で

あ
る
。
町
の
考
え
を
伺
う
。

答　
「

票
支
援
カ
ー
ド
」
や

ொ

の
こ
こ
͕

Γ
ͨ
͍

ɹ
ɹ
Ұ  

ൠ  

࣭  

問

栄
町
の
都
市
計
画
（
土
地
利

用
）
に
つ
い
て

投
票
行
動
サ
ポ
ー
ト
支
援
に

つ
い
て

「
誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
町

へ
」
文
化
財
の
保
護
と
活
用

町
政
運
営
に
つ
い
て
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い
て
は
行
え
て
い
な
い
。

　

次
に
、
駐
車
場
の
։
放
に
つ

い
て
は
、
第
一
近
ྡ
公
Ԃ
利
用

者
の
利
便
性
向
上
を
ߟ
え
る
と

必
要
な
駐
車
場
で
あ
る
た
め
、

։
放
に
向
け
た
管
理
体
制
や
防

犯
対
策
な
ど
の
協
議
を
関
係
各

課
と
進
め
て
い
る
。大

野　

信
正

問　

現
在
、
栄
町
民
の
成
田

空
港
内
従
業
員
は
１
．
３
％
の

４
８
９
人
で
あ
る
。
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
新
規
従
業
員
１
０
０
０

人
増
を
想
定
。
将
来
に
わ
た
る

定
住
者
の
確
保
に
向
け
て
住
宅

地
等
居
住
環
境
の
維
持
・
向
上

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答　

成
田
空
ߓ
の
機
能
ڧ
化

は
、
ै
業
員
数
３
万
人
の
増
加

が
見
込
ま
れ
、
そ
の
家
族
を
ؚ

め
る
と
７
万
人
以
上
と
も
ݴ
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
人
口

増
加
の
特
घ
要
Ҽ
で
あ
り
、
最

大
の
チ
Ỿ
ン
ス
で
あ
る
。
こ
の

チ
Ỿ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
た
め
に

も
、
成
田
空
ߓ
機
能
ڧ
化
が
最

重
要
の
プ
ϩ
ジ
ỻ
ク
ト
と
ଊ

え
、
栄
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
お

り
、
町
の
次
期
総
合
計
画
、
基

本
ߏ

と
整
合
を
図
っ
て
、
ډ

住
༠
導
エ
リ
ア
等
を
令
和
７
年

度
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
空
ߓ
会
社
ٴ
び
प
ล

市
町
と
の
連
ܞ
に
よ
る
取
組
の

三
浦　

容
子

問　

栄
町
の
ま
ち
お
こ
し
の
た

め
の
観
光
戦
略
と
取
り
組
み
、

そ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栄
町
観
光

協
会
と
の
協
力
体
制
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
町
づ
く
り
の
た

め
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
の
休
館

日
に
駐
車
場
の
開
放
は
で
き
な

い
か
。

答　

町
に
は
、国
指
定
࢙
「
龍

角
寺
ݹ

܈
・
ؠ

ݹ

」
を

は
じ
め
と
し
た
ྺ
࢙
的
؍
ޫ
資

源
が
ଟ
く
残
さ
れ
て
お
り
、
水

ล
環
境
に
も
ܙ
ま
れ
た
自
વ
環

境
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

؍
ޫ
資
源
を
活
用
し
た
取
り
組

み
と
し
て
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
・

フ
ỻ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
を
։
催

し
交
ྲྀ
人
口
の
増
加
を
図
っ
て

い
る
他
、
龍
角
寺
の
案
内
を
行

う
文
化
財
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
は
、
町
の
؍
ޫ
に
関
す

る
特
性
を
活
か
し
た
؍
ޫ
施
策

を
ల
։
す
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
後

期
基
本
計
画
期
間
に
策
定
を
予

定
し
て
い
る
「
؍
ޫ
基
本
計

画
」
の
中
で
具
体
的
な
取
り
組

み
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｎ
Ｐ
̤
法
人
栄
町
؍
ޫ
協
会

と
の
協
力
体
制
に
つ
い
て
は
、

会
員
の
減
少
な
ど
に
よ
り
活
動

が
行
え
な
い
状
گ
と

っ
て
お

り
、
現
在
、
連
ܞ
・
協
力
に
つ

問　

栄
町
の
児
童
・
生
徒
の
学

力
（
目
標
達
成
率
）
は
過
去
10

年
間
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
。
と
り
わ
け
令
和
３
年
に

12
％
、
令
和
４
年
に
９
％
も
低

下
し
て
い
る
。
こ
の
原
因
と
対

策
並
び
に
10
年
間
続
く
学
力
低

下
に
関
す
る
見
解
を
伺
う
。

答　

本
町
で
は
、
小
中
連
ܞ
教

育
を
よ
り
ڧ
力
に
進
め
、
学
力

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
小
中
連
ܞ
プ
ϩ
ジ
ỻ
ク
ト
チ

ー
ム
」
を
立
ち
上
͛
た
。

　

小
中
連
ܞ
プ
ϩ
ジ
ỻ
ク
ト
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
継
承

し
つ
つ
、
̜
Ｉ
̜
Ａ
ス
ク
ー
ル

ߏ

の
も
と
、
タ
ϒ
レ
ッ
ト


末
を
ޮ
果
的
に
活
用
し
、
発
達

の
段
階
に
応
じ
た
「
ࢥ
ߟ
力
、

判
断
力
、
ද
現
力
」
を
育
成
す

る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
̩
活
用
ද
を
作


し
、
ޮ
果
的
な
त
業
ల
։
が

で
き
る
よ
う
ௐ
査
ݚ
ڀ
を
進
め

て
お
り
、
令
和
７
年
度
中
の


成
を
目
్
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
に
は
「
家

庭
学
習
の
ॆ
実
」
が
と
て
も
重

要
で
あ
り
、
家
庭
学
習
は
、
児

童
生
徒
が
主
体
的
に
取
り
組
む

も
の
だ
が
、
家
庭
で
の
協
力
は

不
可
ܽ
で
あ
る
。
教
育
委
員
会

で
は
「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」

を
作

し
、
保
護
者
に
配
布
を

し
て
い
る
が
、
今
後
は
、
新
入

生
保
護
者
આ
明
会
や
保
護
者

会
、
家
庭
教
育
学
級
等
で
内
༰

を
આ
明
し
、
保
護
者
の
理
ղ
と

協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う

力
し

て
い
き
た
い
と
ߟ
え
て
い
る
。

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
臨
時
駐

車
場
用
地
」
や
他
の
候
補
地
を

含
め
た
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
用

地
の
再
検
証
を
行
う
と
約
束
し

た
。
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答　

現
在
、
ݐ
設
ީ
補
地
と
な

る
用
地
の

地
ௐ
書
を
作
成
す

る
た
め
、
町
有
地
の
中
か
ら
一

定
の
໘
ੵ
を
有
す
る
一
団
の


地
を
ந
出
し
、
現
在
の

地
利

用
状
گ
や
用
్
の
ن
制
、
接
ಓ

要
件
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
状
گ

等
、
ީ
補
地
と
し
て
可
能
か
ௐ

査
し
て
お
り
町
有
地
に
࿙
れ
が

な
い
か
町
部
局
に
র
会
し
な
が

ら
ީ
補
地
を
ߜ
り
込
み
、
用
地

の
બ
定
を
進
め
て
い
き
た
い
と

ߟ
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
等
が
進
め
る
能
登

半
ౡ
地

災
害
の
総
括
や
検
証

に
よ
る
防
災
対
策
の
動
向
な
ど

は
、
ま
だ
具
体
的
な
対
応
は
ࣔ

さ
れ
て
い
な
い
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
町
の
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
の
数

を
基
に
、

将
来
の
児
童
生
徒
数
の
推
計
を

算
出
す
る
と
と
も
に
、
教
৬
員

数
や
給
食
セ
ン
タ
ー
で
ಇ
く
方

の
人
数
、
ま
た
、
給
食
セ
ン
タ

ー
の
ଟ
機
能
な
活
用
方
策
の
一

つ
と
し
て
、
災
害
時
の
ਬ
き
出

し
能
力
も
ؚ
め
た
ௐ
理
能
力
を

算
出
し
、
必
要
な
ݐ
物
の
ن


や
敷
地
໘
ੵ
を
再
検
証
し
た
い

と
ߟ
え
て
い
る
。岡

部　

千
恵
子

野
口　

理
恵

問　

物
流
も
成
田
は
日
本
一
の

物
流
量
に
な
る
と
の
事
で
す

が
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
栄
町

で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
ま
す
か
。

答　

現
在
で
も
成
田
空
ߓ
は
՟

物
取
扱
ྔ
で
は
日
本
一
で
あ

り
、
50
万
回
に
向
け
た
整
備
が

ऴ
わ
る
と
、
成
田
空
ߓ
の
取
扱

い
可
能
༰
ྔ
は
、
ཱྀ
٬
数
が
現

在
の
年
間
５
，
７
０
０
万
人
か

ら
７
，
５
０
０
万
人
に
、
՟
物

ྔ
が
年
間
２
４
０
万
ト
ン
か
ら

３
５
０
万
ト
ン
以
上
と
な
り
、

日
本
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
を
代

ද
と
す
る
空
ߓ
と
な
る
。

　

栄
町
は
現
在
、
地
域
未
来
促

進
法
に
基
づ
く
成
田
新
産
業
特

別
促
進
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
が
、
国
ಓ
同
士
の
結
અ
点
か

ら
֓
ね
３
̺
̼
以
内
と
い
う


件
に
合
க
す
る
地
域
と
し
て

は
、

口

業
団
地
の
౦
側
エ

リ
ア
が
該
当
し
て
お
り
、
現
在

は
、
千
葉
県
等
に
進
出
意
向
の

あ
る
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

お
願
い
す
る
な
ど
、
協
議
の
テ

ー
ϒ
ル
に
乗
っ
て
頂
け
る
企
業

を
୳
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

渡
邉　

健
一

問　

能
登
半
島
地
震
災
害
の
総

括
や
検
証
に
よ
る
防
災
対
策
の

動
向
な
ど
も
注
視
し
つ
つ
、「
ふ

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
用
地
の

再
検
証
に
つ
い
て

成
田
空
港
拡
張
に
お
け
る
栄

町
の
発
展
に
つ
い
て

児
童
・
生
徒
の
学
力
に
つ
い
て

ま
ち
お
こ
し
の
観
光
と
、
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
住
民
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て

「
成
田
国
際
空
港
」
機
能
強

化
に
よ
り
増
加
す
る
雇
用
を

栄
町
へ
取
り
込
む
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加

化
へ
向
け
ி
内
組
৫
ڧ
化

を
図
る
た
め
、
戦
ུ
推
進
室
を

他
課
等
と
同
ྻ
の
位
置
づ
け
に

改
め
、
事
務
分
ঠ
に
「
成
田
空

ߓ
の
機
能
ڧ
化
に
係
る
重
点
戦

ུ
に
関
す
る
こ
と
」
を

加
す

る
こ
と
で
、
空
ߓ
の
機
能
ڧ
化

に
係
る
重
要
施
策
を
着
実
に
推

進
し
、
ޮ
果
的
か
つ
ޮ

的
な

業
務
ࣥ
行
体
制
を
ߏ
ங
し
て
い

く
。

野
平　

薫

・
消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て

早
川　

久
美
子

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
化

　

に
つ
い
て

野
口　

理
恵

・
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
ྟ

　

時
駐
車
場
に
つ
い
て

渡
邉　

健
一

・
ド
ラ
ム
の
里
活
性
化
計
画
に

　

つ
い
て

・
第
３
次
総
合
戦
ུ
（
案
）
に

　

つ
い
て

岡
部　

千
恵
子

・
持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度

　

の
運
Ӧ
に
つ
い
て

三
浦　

容
子

・
栄
町
地
域
公
ڞ
交
通
計
画
に

　

つ
い
て

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
֦
大
に
つ

　

い
て

大
野　

信
正

・
栄
町
の
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
「


　

せ
を
感
じ
ら
れ
る
あ
た
た
か

　

い
ま
ち
」
に
つ
い
て

　

２
月
ྟ
時
会
が
２
月
４
日
に

ট
集
さ
れ
、
５
議
案
が
ݪ
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

竜
角
寺
台
地
区
避
難
所
設
置
訓

練
に
つ
い
て

　

去
る
１
月
26
日
、
竜
角
寺
台

小
学
校
に
お
い
て
、
竜
角
寺
台

自
治
会
主
催
の
ආ
難
所
設
置
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
竜
角
寺
台
地
区
の
住
民
の

皆
さ
ん
約
１
０
０
名
が
参
加
さ

れ
、
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ط
に
安
食
台
小

学
校
・
布
ח
小
学
校
・
旧
酒
直

小
学
校
で
も
同
様
の
訓
練
を
実

施
し
て
お
り
、
次
年
度
以
降
も

自
助
・
ڞ
助
の
意
ࣝ
ٴ
び
防
災

知
ࣝ
の
よ
り
一

の
向
上
を
図

り
、
地
域
で
一
ؙ
と
な
っ
た
防

災
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
体
育
館
な
ど
へ
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て

　

本
年
１
月
、
町
内
４
小
学
校

と
旧
酒
直
小
学
校
、
旧
北
ล
田

小
学
校
の
体
育
ؗ
、
そ
し
て
、

ド
ラ
ム
の
里
コ
ス
プ
レ
の
ؗ
、

水
と

の
運
動
広
場

球
場
の

合
計
８
か
所
に
、
新
た
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
設
置
し
、
活
用
を
प
知
し

て
ま
い
り
ま
す
。

株
式
会
社
京
葉
銀
行
と
の
協
定

の
締
結
に
つ
い
て

　

去
る
12
月
16
日
、
ג
ࣜ
会
社

京
葉
銀
行
と
「
自
વ
災
害
時
に

お
け
る
支
援
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
క
結
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
京
葉
銀
行
が

ಠ
自
に
։
発
し
た
σ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
を
通
じ
、
町
か
ら
京
葉
銀

行
の
取
引
ઌ
事
業
者
に
対
し
、

ۓ
ٸ
時
に
お
け
る
ス
ム
ー
ζ
な

支
援
要
請
と
、
ダ
イ
レ
ク
ト
な

物
資
ఏ
ڙ
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

栄
中
学
校
と
『
台
湾
高
雄
市
楠

梓
国
民
中
学
校
と
の
国
際
交
流

に
つ
い
て

　

去
る
１
月
20
日
、
栄
中
学
校

に
台

高
༤
市
立
ೇ
Ѹ
国
民
中

学
校
の
生
徒
23
名
が
来
校
し
、

交
ྲྀ
事
業
を
実
施
し
、
交
ྲྀ
を

ਂ
め
ま
し
た
。

ヨ
ガ
ビ
ト
講
座
の
「
厚
生
労
働

省
「
第
13
回
健
康
寿
命
を
の
ば

そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
」
受
賞
に
つ

い
て

　

栄
町
で
は
、
令
和
２
年
12
月

よ
り
、
Ϥ
ガ
を
通
じ
て
介
護
予

防
を
行
う
こ
と
を
主
な
目
的
と

し
て
、「
Ϥ
ガ
ビ
ト
講
座
」
Ϥ

ガ
を
す
る
ひ
と
を
増
や
し
て
、

健
康
と
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め

る
プ
ϩ
ジ
ỻ
ク
ト
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

講
座
を
ଔ
業
さ
れ
た
住
民
の

皆
さ
ん
自
身
が
、
新
ن
サ
ー
ク

ル
の
立
上
͛
や
、
自
主
的
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
な
り
、
現
在
８
団
体
１
２
８

名
の
Ϥ
ガ
人
が
、
Ϥ
ガ
を
日
常

生
活
に
取
り
入
れ
た
活
動
を
行

っ
て
い
る
こ
と
が
༏
れ
た
取
り

組
み
と
し
て
ධ
価
さ
れ
、
こ
の

度
、「
ް
生
࿑
ಇ
省

健
局
長

༏
ྑ

」
を
受

い
た
し
ま
し
た
。

議
案
第
１
号　
　
　

賛
成
多
数

　

専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

ଛ
害
賠
償
請
求
の
ૌ
ু
に
係

る
予
算
ࣥ
行
に
つ
い
て
、
専
決

処
分
し
た
の
で
、
議
会
に
報
告

し
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
２
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
立
栄
中
学
校
屋
内
運
動

場
空
調
設
備
設
置
等
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て

　

生
徒
の

中
症
リ
ス
ク
低
減

ٴ
び
ආ
難
所
と
し
て
の
環
境
整

備
を
目
的
と
し
た
栄
中
学
校


内
運
動
場
の
空
ௐ
設
備
設
置
等


事
を
行
う
た
め
、
請
負
契
約

を
క
結
す

く
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
３
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
６
年
度
栄
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
ԯ
３
，

８
１
９
万
２
千
円
を
増
額
し
、
総

額
90
ԯ
２
，
１
８
６
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
増
額
の
主

な
も
の
は
、
歳
入
で
は
地
方
交

付
税
、
国
庫
支
出
金
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。
歳
出
で
は
、
低

所
得
者
支
援
給
付
金
支
給
事
業
、

基
金
ੵ
立
金
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

議
案
第
４
号　
　
　

全
員
賛
成

　

令
和
６
年
度
栄
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

 

歳

入

歳

出

そ

れ

ぞ

れ

９
５
４
万
５
千
円
を
増
額
し
、

総
額
27
ԯ
７
，
９
３
５
万
７
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。
増
額
の

主
な
も
の
は
、
歳
入
で
は
保
険

給
付
費
等
交
付
金
に
よ
る
も
の

で
す
。
歳
出
で
は
、
医
療
費
等

保
険
給
付
事
業
に
よ
る
も
の
で

す
。

議
案
第
５
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全
員
賛
成

　

令
和
６
年
度
栄
町
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

  

第
３

予
算
の
収
ӹ
的

支
出
の
予
定
額
を
６
ԯ
１
，

３
４
５
万
５
千
円
に
補
正
す
る

も
の
で
す
。
補
正
の
主
な
も
の

は
、
Ԛ
水
װ
線
ۓ
ٸ
点
検
委
ୗ

に
よ
る
管
ڎ
費
の
増
額
に
よ
る

も
の
で
す
。

令
和
７
年
第
１
回
臨
時
会

橋
本
町
長
の
行
政
報
告

そ
の
他
の
一
般
質
問

議

案

審

議
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